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市のイメージキャラクター
「ふっかちゃん」
市のイメージキャラクター
「ふっかちゃん」

新庁舎建設について　震災から学ぶこと
平成32年度完成予定
4庁舎を統合特 集 防災拠点の新庁舎を建設

富岡製糸場と深谷人『堀田鷲五郎・千代吉親子』･･･････❻
市長の深谷がいい話『日頃から備えを』･･････････････❼
川内優輝選手がふかやシティハーフマラソンに出場！･････❽

花園IC拠点整備プロジェクト観光型集客施設の建設・運営民間事業者を公募･❽
キラリ熱中時間『OKABE光の回廊プロジェクト』････❾
深谷市歌を募集します♪･････････････････････････�

たくさんの応援
ありがとねぇ～
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須賀川市、震度6強を観測

予
期
で
き
な
い
大
地
震
の
威
力

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
須
賀

川
市
は
震
度
６
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

市
内
全
域
で
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
、

道
路
な
ど
が
崩
落
・
陥
没
、
上
下
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
貯
水
池
が

決
壊
し
て
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

須
賀
川
市
の
主
要
な
行
政
施
設
で
あ

る
市
役
所
本
庁
舎
や
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
主
要
構
造
躯く

体た
い

（
壁
・
柱
な

ど
）
の
被
害
が
大
き
く
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

市
庁
舎
機
能
が
停
止

　

須
賀
川
市
役
所
本
庁
舎
は
築
45
年
が

た
ち
、
震
度
６
強
の
揺
れ
で
、
水
道
管

が
破
裂
し
、
階
段
に
は
水
が
滝
の
よ
う

に
流
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
階
の
防
火

「
市
庁
舎
は
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
市
民
の

よ
り
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
中
、
災
害
時
に
皆
さ
ん
の
安
全
と
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災
拠

点
と
な
る
の
が
市
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設
で
す
。

　
今
月
は
、
大
震
災
を
経
験
し
た
福
島
県
須す

賀か

川が
わ

市
と
兵
庫
県
神
戸

市
の
『
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
』
を
取
材
し
、
新
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
特
集
し
ま
す
。

特集／新庁舎建設について
震災から学ぶこと　被災地　福島県須賀川市

　震災では消防団として救援活動や
被災の報告、地域のかたから避難所
や救援物資などの問い合わせに応じ
ていました。やはり市民のよりどこ
ろとして、市役所庁舎がしっかりと
した防災拠点として機能していなく
てはと、強く実感しました。

　震災前は子どもたちの交流施設と
して、まちなかの『総合福祉セン
ター』をよく利用していました。震
災で無くなってしまい残念です。子
どもたちが安心して遊べ、子育ての
情報などが得られる施設が早く復活
することを心待ちにしています。

黒
く ろ

田
だ

紘
こ う

市
い ち

さん
自営業・消防団員　須賀川市在住

伊
い

藤
と う

美
み

紀
き

さん
2児の母、須賀川市在住

扉
は
壊
れ
、
書
棚
が
倒
れ
、
壁
が
崩
れ

落
ち
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

職
員
は
来
庁
し
て
い
た
市
民
の
か
た
を

誘
導
し
、
奇
跡
的
に
け
が
人
が
１
人
も

な
く
、
無
事
に
庁
舎
の
外
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
庁
舎
倒
壊
の
危
険
性
か
ら
立
ち

入
り
禁
止
と
な
り
、
業
務
を
全
て
停
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
を
庁
舎
に

設
置
で
き
ず

　

本
庁
舎
が
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
、

急
き
ょ
災
害
対
策
本
部
を
同
一
敷
地
内

の
市
体
育
館
の
廊
下
に
設
置
し
、
24
時

間
体
制
で
被
害
調
査
や
避
難
所
の
開

設
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を
最
優
先

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
困
難
を
極
め

ま
し
た
。

窓
口
業
務
の
移
転
と
分
散
化

　　

震
災
か
ら
土
・
日
曜
日
を
挟
ん
で
３

日
後
に
は
、
窓
口
業
務
を
少
し
離
れ
た

行
政
施
設
に
移
転
し
再
開
し
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
も
倒
壊
の
危
険
性
か
ら
、

再
度
別
の
建
物
へ
の
移
転
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
庁
舎
は
震
災
後
数
か
所

に
分
散
し
、
現
在
は
仮
設
や
既
存
施
設

を
利
用
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
震
度
６
強
か
ら
７
』
で

倒
壊
・
崩
壊
の
危
険
性
あ
り

　

現
在
の
深
谷
市
役
所
本
庁
舎
は
、
昭

和
41
年
に
建
設
さ
れ
、
48
年
が
た
ち
、

県
内
40
市
の
中
で
は
７
番
目
に
古
い
庁

舎
で
す
。
深
谷
市
よ
り
も
古
い
庁
舎
の

６
市
の
う
ち
、
既
に
４
市
が
建
て
替
え

を
決
定
済
み
で
す
。
ま
た
、
外
部
に
分

散
し
て
い
る
３
庁
舎
（
南
別
館
・
産
業

会
館
・
教
育
庁
舎
）
も
築
40
年
以
上
が

経
過
し
、
平
成
23
年
度
に
行
っ
た
耐
震

診
断
の
結
果
、
防
災
拠
点
に
求
め
ら
れ

る
構
造
耐
震
指
標
（
Ｉア

イ

ｓエ
ス

値ち

）
の
０
・
９
を
大

き
く
下
回
り
、『
震
度

６
強
か
ら
７
程
度
の

大
規
模
地
震
で
倒
壊

ま
た
は
崩
壊
の
危
険

「
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
て
、
子
育
て
の
情
報
交

換
が
で
き
る
施
設
が
な
く
な
り
不
便
で
す
」

庁舎名 Is値
本庁舎 0.21
産業会館 0.03
教育庁舎 0.22

性
が
高
い
』
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

市
民
会
議
の
提
言
は

『
耐
震
化
は
建
て
替
え
で
』

　

庁
舎
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費

の
増
大
や
耐
震
性
の
不
足
か
ら
、
庁
舎

の
今
後
を
決
め
る
『
深
谷
市
公
共
施
設

在あ

り
方
検
討
市
民
会
議
』
に
お
い
て
、

『
耐
震
補
強
で
は
な
く
、
新
庁
舎
を
建

設
す
る
こ
と
』
と
す
る
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

新
庁
舎
の
建
設
場
所
は

現
庁
舎
の
南
側

　　

建
設
場
所
は
現
本
庁
舎
南
側
の
市
道

や
駐
車
場
を
含
む
現
在
の
敷
地
で
、
規

模
は
延
べ
床
面
積
１
７
，
０
０
０
㎡
を

上
限
と
し
、
平
成
29
年
度
中
に
着
工
、

32
年
度
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
32
年
度
完
成
予
定

４
庁
舎
を
統
合

庁
舎
倒
壊
の
危
険
性
か
ら
立
ち
入
り
禁
止

に
（
須
賀
川
市
）

防
災
拠
点
の
新
庁
舎
を
建
設

須賀川市役所本庁舎（写真提供：須賀川市）
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事
を
連
絡
し
、
職
場
で
あ
る
芦
屋
市
役

所
へ
車
で
向
か
い
ま
し
た
。

道
中
は
ま
る
で
地
獄
絵

　

主
要
道
路
に
は
避
難
す
る
市
民
の
車

が
あ
ふ
れ
て
大
渋
滞
、
車
で
の
出
勤
は

諦
め
、
歩
い
て
市
役
所
へ
向
か
い
ま
し

た
。
ま
ち
な
か
は
建
物
が
倒
壊
し
、
が

れ
き
が
散
乱
、
土
ぼ
こ
り
で
覆
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ご
遺
体
が
毛
布

に
く
る
ま
れ
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

市
役
所
が
避
難
者
で
い
っ
ぱ
い
に

　

震
災
当
時
の
芦
屋
市
の
人
口
は
約
８ 

７
，
０
０
０
人
。
そ
の
う
ち
最
大
約
２ 

０
，
０
０
０
人
が
避
難
者
と
な
り
ま
し

た
。
避
難
所
で
は
な
か
っ
た
市
役
所
に

も
『
一
番
情
報
が
集
ま
り
、
物
資
も
最

も
先
に
集
ま
る
だ
ろ
う
』
と
い
う
思
い

込
み
か
ら
か
、
約
１
，
０
０
０
人
の
市

民
が
逃
げ
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
は
北
・
南
館
と
分
庁
舎
が
あ

り
、
昭
和
35
年
竣
工
の
北
館
が
、
余
震

に
よ
り
躯
体
が
変
形
、
柱
や
配
水
管
が

損
傷
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
立
ち

入
り
禁
止
と
な
り
、
北
館
の
避
難
者
約

５
０
０
人
が
、
別
の
避
難
所
へ
の
移
動

を
強
い
ら
れ
、
や
っ
と
の
思
い
で
逃
げ

て
き
た
方
々
が
、
ま
た
別
の
場
所
へ
移

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
役
所
が
救
援
物
資
の
拠
点
に

　

大
き
な
屋
根
の
あ
る
建
物
が
軒
並
み

被
災
し
た
た
め
、
物
資
を
雨
や
風
か
ら

守
る
こ
と
の
で
き
る
、市
役
所
地
下
２
・

３
階
駐
車
場
が
市
内
避
難
所
へ
の
救
援

物
資
の
基
地
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
役
所
庁
舎
の
１
室
は
１
日

平
均
２
０
０
～
３
０
０
人
の
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
拠
点
と
し
て
も

役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

深
谷
市
は
分
散
し
て
い
る
４
庁
舎
の
耐

震
化
対
策
に
つ
い
て
、

▪
案
１　
４
つ
の
庁
舎
を
耐
震
補
強
、
大

規
模
改
修
を
行
い
、
お
の
お
の
存
続

▪
案
２　
本
庁
舎
は
耐
震
補
強
、
大
規
模

改
修
。
３
つ
の
庁
舎
は
集
約
し
、
プ
レ
ハ

ブ
工
法
で
建
て
替
え

▪
案
３　
新
庁
舎
を
建
設
（
本
庁
舎
と
外

部
庁
舎
を
集
約
）

の
３
つ
の
案
を
設
定
し
、
60
年
間
の
長
期

的
な
視
点
で
比
較
検
討
し
た
結
果
、『
経

済
性
』『
効
率
性
』『
市
民
サ
ー
ビ
ス
』
の

全
て
の
観
点
に
お
い
て
、『
案
３
』
の
新

庁
舎
建
設
に
優
位
性
が
あ
り
、
最
も
適
当

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

❶
市
民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な

庁
舎

▪
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
・

安
心
な
く
ら
し
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
整

備
し
ま
す
。

▪
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
高
い
耐

震
性
を
備
え
た
庁
舎
と
し
ま
す
。

❷
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
た
庁
舎

▪
分
散
し
て
い
る
外
部
庁
舎
を
集
約
し
、

集
中
的
、
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
庁
舎
と
し
ま
す
。

▪
総
合
窓
口
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

 阪神・淡路大震災記念
  『人と防災未来センター』を取材

資料に学ぶ教訓

神戸市・芦屋市、震度7を観測

新
庁
舎
整
備
の
基
本
理
念

自
宅
で
被
災
、
す
ぐ
に
職
場
へ

　

平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46

分
、
私
は
神
戸
市
内
の
自
宅
で
寝
て
い

て
、
地
震
に
た
た
き
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。
揺
れ
の
間
、
近
く
の
た
ん
す
に
し

が
み
つ
い
て
い
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
実
際
に
は
12
、
13
秒
の
揺
れ
が

私
に
は
30
秒
に
も
１
分
に
も
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
家
族
の
安
否
を
確
認
、
公

衆
電
話
か
ら
県
外
の
実
家
へ
家
族
の
無

震災資料専門員に聞きました
　人と防災未来センター資料室は、6,400人を超え
る尊い命を奪った大震災を後世に伝えていくため、
被災状況を物語るもの、被災地の復旧・復興過程で
使用・作成されたものなど『生

なま

』の資料を収集し、
公開しています。写真資料は約12万枚を収蔵し、
センターには毎年国内外から約50万人が訪れてい
ます。

Ｑ1：震災では、神戸市役所の倒壊が印象に強く
残っていますが、神戸市やその周辺は災害の起こり
やすい地域なのでしょうか？
Ａ1：兵庫県では水害が多く、昭和13年7月に阪神
大水害がありました。神戸市役所に面する道は、生

い く

田
た

川
が わ

の旧流路で、この地域一帯は扇状地として形成
されてきました。しかし、昭和36年の北

きた

美
み

濃
の

地震
以来、大きな地震は起こっていなかったので、地震
への意識は震災以前は低かったと思います。

Ｑ2：震災での建物被害
に特徴がありますか？
Ａ2：神戸の中心部三

さんのみや

宮
地区では、多数の高層建
築物の中層階が崩壊しま
した。その多くは深谷市
役所と同じ昭和25年～55
年くらいの、建築基準法
の耐震基準の改正以前に
建てられたものでした。

Ｑ3：震災資料の中に市
庁舎などの公共施設に関
するものはありますか？
Ａ3：阪神・淡路大震災

人と防災未来センター（兵庫県神戸市）
　平成14年4月、国の支援を受け、兵庫県が設置。
　阪神・淡路大震災の経
験を語り継ぎ、その教訓
を未来に生かし、安全・
安心な市民協働・減災社
会の実現を目指した世界
的な防災研究拠点。災害
全般に関して有効な対策
の発信拠点。

谷
た に

川
が わ

三
さ ぶ

郎
ろ う

さん

人と防災未来センター
『語り部』
（震災当時は芦

あ し

屋
や

市で建設
部長を務める）

調査報告編集委員会から『阪神・淡路大震災調査報
告』が発行されています。その中の建築編には、公
共施設についての報告が含まれています。

Ｑ4：どのような報告ですか？
Ａ4：昭和56年の新耐震基準以降の建物では、被害
率が明らかに低く、3～10階建てでは階数の高さと
被害の大きさは比例する傾向にありました。

Ｑ5：震災の教訓から市庁舎などの公共施設に対す
る提言などの資料はありますか？
Ａ5：㈳日本建築学会『阪神・淡路大震災から得た
教訓と今後の課題‐日本建築学会最終提言に向けて
‐』で提言が発表されています。

「
役
所
が
つ
ぶ
れ
た
ら
絶
対
ダ
メ
。し
っ

か
り
し
た
も
の
を
建
て
な
け
れ
ば
」

特集／新庁舎建設について
震災から学ぶこと　被災地　兵庫県神戸市『人と防災未来センター』

り
ま
す
。

❸
人
に
や
さ
し
く
、
市
民
に
開
か

れ
た
庁
舎

▪
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
し
ま
す
。

▪
市
政
や
地
域
活
動
な
ど
、
各
種
情
報
を

紹
介
す
る
総
合
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を

検
討
し
ま
す
。

❹
自
然
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

▪
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
効
率
化
を
図

り
ま
す
。

▪
将
来
に
わ
た
る
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
低

減
を
考
慮
し
た
構
造
や
設
備
の
導
入
を
検

討
し
ま
す
。

❺
シ
ン
プ
ル
で
機
能
性
と
経
済
性

に
優
れ
た
庁
舎

▪
華
美
な
要
素
や
無
駄
を
省
き
、
ス
リ
ム

化
を
図
り
ま
す
。

▪
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
が

容
易
な
設
計
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
16
ペ
ー
ジ
『
考
え
よ
う
公

共
施
設
の
こ
と
�
』
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

公
共
施
設
改
革
推
進
室

（
☎
５
６
８
‐
５
０
０
９
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
語
り
継
ぐ

『
語
り
部
』
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た

村
む ら

上
か み

しほりさん

人と防災未来センター
震災資料専門員

神
戸
市
役
所
（
写
真
提
供
：
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
）

提言（抜粋）：市役所などの行政・公共施設は、災害
対応時の拠点となる『緊急対応施設』としての防災性
能と自立性能の確保が必要である。そのためには、施
設の立地に十分配慮した整備の考え方、緊急対応活動
に支障を与えない工法と補強、周辺市街地からの火災
延焼の防止装備、最低3日間以上のライフライン途絶
に対応できる備蓄、さらに脱出や避難行動を損なわな
いような耐震的工夫（避難性能）も重要である。

神戸市在住
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みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

練り上げて　作ったれんがと　漆喰で
　れんがは、甘楽町の粘土を使い深谷の瓦職人らにポール・ブ

リュナらが指導して造った。漆喰はれんがの接着剤として下仁

田町産の石灰と海藻（フノリ）等で練り上げて使った。フラン

スから少量のセメントは輸入したが接着剤には使わなかった。

（『富岡製糸場「絵手紙かるた」』NPO法人富岡製糸場を愛する会　より）

友
好
都
市

群
馬
県
富
岡
市

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

　

国
内
で
初
期
の
洋
風
建
築
で
あ
る
富

岡
製
糸
場
の
建
設
に
は
、
お
雇
い
外
国

人
の
設
計
者
も
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

建
設
に
当
た
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に

培
わ
れ
た
建
築
技
術
を
受
け
継
ぐ
棟と

う

梁り
ょ
う

や
職
人
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
職
人
た
ち
の
中

に
は
、
煉れ

ん

瓦が

を
接
着
す
る
た
め
に
必
要

な
漆
喰
作
り
に
尽
力
し
た
、
堀
田
鷲
五

郎
・
千
代
吉
親
子
が
い
ま
し
た
。

　

堀
田
家
現
当
主
の
堀ほ

っ

田た

英ひ
で

也や

氏
に

よ
る
と
、
鷲
五
郎
は
文
化
十
四
年
（
一 

八
一
七
）
八
月
三
日
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
子
の
千
代
吉
は
、
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
十
月
九
日
に
児

玉
郡
山さ

ん

王の
う

堂ど
う

村む
ら

（
現
在
の
本
庄
市
）

の
石い

し

川か
わ

六ろ
く

太た

郎ろ
う

の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
、
後
に
鷲
五
郎
の
養
子
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
堀
田
親
子
は
、
下
手

計
に
あ
る
尾お

高だ
か

惇じ
ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

の
自
宅
近
く
で
、

左
官
職
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　

富
岡
製
糸
場
の
建
設
で
は
、屋
根
瓦
、

室
内
天
井
、
壁
、
煉
瓦
積
み
に
大
量
の

接
着
剤
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

当
時
、
海
外
で
は
煉
瓦
積
み
の
接
着
剤

は
通
常
セ
メ
ン
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
日
本
で
は
セ
メ
ン
ト
が

製
造
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、

当
時
国
産
石
炭
の
約
八
、九
倍
も
の
高

価
格
で
あ
る
海
外
の
セ
メ
ン
ト
を
輸
入

す
る
か
、
国
産
の
代
替
材
料
を
工
夫
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
尾
高
惇
忠
は
同
郷
の
堀
田

親
子
に
事
情
を
説
明
し
、
セ
メ
ン
ト
に

近
い
強
度
の
接
着
剤
の
製
造
を
懇
願
し

ま
し
た
。

　

堀
田
親
子
は
、
尾
高
惇
忠
の
頼
み
を

了
承
し
、
日
本
で
も
古
く
か
ら
使
用
さ

れ
て
い
た
漆
喰
を
改
良
し
た
接
着
剤
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
群
馬
県
青あ

お

倉く
ら

村む
ら

（
現
在
の
下

仁
田
町
）
の
石
灰
を
主
な
材
料
と
し
て

セ
メ
ン
ト
に
類
似
し
た
漆
喰
を
作
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
煉
瓦
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
と
い
う
名
人
芸
に
よ
っ
て
、
無
事
問

題
を
解
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
点
か
ら
も
、
堀
田
鷲
五
郎
・
千

代
吉
親
子
の
よ
う
な
建
設
工
事
に
関
係

し
た
当
時
の
棟
梁
や
職
人
の
技
量
が
高

か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
う
し
て
建
設
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場

は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
日
本
の
伝
統

的
な
技
術
を
基
礎
に
、
西
洋
の
技
術
を

う
ま
く
取
り
入
れ
て
完
成
し
た
『
和わ

洋よ
う

混こ
ん

交こ
う

』
の
建
物
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
：
荻
野
勝
正
）

漆
し っ

喰
く い

に全力を尽くす
堀
ほ っ た

田鷲
わし

五
ご

郎
ろう

・千
ち

代
よ

吉
きち

親子

本郷小学校4年（現5年）　森
も り

海
か い

翔
と

 さん

救急隊員のみなさんへ

　救急隊員さん、いつもありがとうございます。ぼ

くが、具合が悪くなった時、不安でいっぱいだった

けど、すぐにかけつけてくれたので、とてもほっと

しました。病院に着くまで、「大じょうぶだよ。も

うちょっとだよ。」等、ずっとはげましてくれました。

　この時、救急隊員さんが、かっこいいなとあこが

れました。ぼくも将来、人を助ける仕事につきたい

なと思いました。これからも、たくさんの命を救っ

てください。

深谷市長

小島　進

日
頃
か
ら
備
え
を

　

９
月
16
日
午
後
０
時
28
分
、
茨
城
県

南
部
を
震
源
と
し
た
地
震
が
発
生
し
、

市
内
の
一
部
で
震
度
５
弱
の
大
き
な
揺

れ
を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
民

家
の
石
塀
の
倒
壊
や
屋
根
瓦
の
崩
落
な

ど
は
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に

人
的
被
害
は
特
に
生
じ
る
こ
と
な
く

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
改

め
て
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害

の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
半
が
経
過

し
、被
災
地
の
復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
。

友
好
都
市
の
岩
手
県
田
野
畑
村
か
ら

は
、
４
月
の
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
開

通
や
７
月
の
断
崖
ク
ル
ー
ズ
観
光
船
の

運
行
再
開
と
い
っ
た
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早

い
完
全
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
広
島
の
大
雨
、
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

の

噴
火
、
そ
の
他
に
も
全
国
各
地
で
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
竜
巻
な
ど
、
多
く
の
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
深
谷
は
比

較
的
災
害
の
少
な
い
地
域
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
２
月
に
は
大
雪
に
見
舞

わ
れ
、
甚
大
な
損
害
を
被
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
小
・
中
学
校
の

校
舎
な
ど
の
耐
震
化
や
災
害
時
に
有
効

な
施
設
と
な
る
給
食
場
の
整
備
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
な
ど
、
災
害
対
策
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
災
害
発
生
時
に
そ
の
対
策
の

拠
点
と
な
る
市
役
所
の
新
庁
舎
を
新
た

に
建
設
す
る
こ
と
は
、
広
報
ふ
か
や
８

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、『
自
助
』『
共
助
』『
公

助
』
の
い
ず
れ
も
大
切
で
、
そ
の
中
で

も
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う

『
自
助
』
が
、
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
そ

し
て
、
被
害
を
少
な
く
す
る
う
え
で
最

も
基
本
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
市
と
し
て
も
全
力
で
災
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
日
頃
か
ら

災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

優秀賞
小学校高学年の部

▲『和洋混交』の技術で作られた漆喰は、今も富岡製糸場の
建物の煉瓦をしっかりとつなぎ合わせ、支えています。（画
像提供：富岡市・富岡製糸場）

Ｑ市は『ふっかちゃん』のPRにチカ
ラを入れていますが、何かの役に
立っているのですか？

Ａ『ふっかちゃん』を全国にPRする
ことで、市の知名度向上や経済効果

も生まれるほか、市民の一体感の醸成に
つながります。また、障害のある子ども
たちのため活用される『ふっかちゃん子
ども福祉基金』でも、ふっかちゃんが役
立っています。

　『ふっかちゃん子ども福祉基金』では、
これまでに軽度・中

ちゅう

等
と う

度
ど

難聴児の補聴器
購入の助成などを行っています。
問い合わせ　協働推進課（☎574 ‐ 66
58）、こども青少年課（☎574 ‐ 6646）

　　
　

［ 

第 

８ 

回 

］
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熱中時間熱中時間
『OKABE光の回廊プロジェクト』

協働が生み出す
イルミネーション

プロジェクトリーダー

松
ま つ

浦
う ら

卓
た く

弥
や

さん

▲昨年の点灯式の様子。今年は12月上旬
に点灯式を行い、平成27年1月末まで楽し
むことができる予定です。 ▲川内優輝選手

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　深谷ベース北側の市街地に、市民主体で運営する犬の専
用広場『ドッグラン』ができたよ♪このドッグランは、中心
市街地に活気とにぎわいを生むために公募した『まちなか
活性化事業』の第1号認定事業なんだって！

▲この『ドッグラン』には、犬と一緒に入
れるコミュニティーカフェもあるんだ。こ
こは、犬好きの人たちの憩いや交流の場と
してだけでなく、地域を盛り上げるイベン
トも開催される予定なんだって！楽しみ
だね～♪

◀ここは『ドッグラン広場』
で、広い芝生の広場には犬
用の遊具があって、みんな
遊んでいたよ！ここでは
リードを外して犬たちが自
由に走り回ったりできるか
ら、犬も飼い主さんもみん
な楽しそうだったよ♪

ふっかちゃんの日常から
深谷が見えてくる

ふ かっ 歩
散

ドッグラン『ドッグガーデンスカイ』

ふっかちゃんの
つ・ぶ・や・き
ふっかちゃんの
つ・ぶ・や・き
11月3日㈷は、いよいよ
ゆるキャラグランプリ
の結果発表だぁ。たくさ
んの応援ありがとねぇ
～Y(o0ω0o)Y

　

毎
年
12
月
に
な
る
と
、
Ｊ
Ｒ
岡
部
駅

の
南
側
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら

れ
、
地
域
の
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画

か
ら
設
置
ま
で
を
行
う
の
が
『
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｂ
Ｅ
光
の
回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
す
。

埼
玉
工
業
大
学
の
学
生
が
『
が
ん
ば

る
！
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
、

何
か
地
域
の
た
め
に
で
き
な
い
か
と
い

う
強
い
思
い
と
共
に
始
め
た
こ
の
活
動

は
、
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、
何

と
言
っ
て
も
『
ふ
か
や
市
商
工
会
青
年

部
（
以
下
、
青
年
部
）
と
の
協
働
』
で
す
。

　

例
え
ば
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
使

う
金
型
や
仕
掛
け
の
ほ
と
ん
ど
は
学
生

の
手
作
り
で
、
大
学
で
学
ん
だ
電
気
や

機
械
の
知
識
を
生
か
し
て
制
作
し
ま
す

が
、
学
生
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
こ

と
も
。
そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
青

年
部
で
す
。
プ
ロ
の
技
術
で
難
し
い
金

型
を
作
り
上
げ
た
り
、
高
所
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
作
業
な
ど
も
青
年
部

あ
っ
て
こ
そ
。
そ
し
て
、
地
域
の
た
め

に
何
か
し
た
い
と
思
う
学
生
と
地
域
を

つ
な
い
だ
の
も
、青
年
部
の
力
で
し
た
。

「
昨
年
の
点
灯
式
に
は
、青
年
部
の
方
々

の
呼
び
掛
け
で
、
地
域
の
か
た
が
大
勢

集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
直
接
、
地
域

の
か
た
が
喜
ぶ
顔
を
見
ら
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
の
松
浦
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

青
年
部
と
の
協
働
は
普
段
の
学
生
生

活
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
だ
と

笑
顔
で
語
る
松
浦
さ
ん
は
、
来
春
卒
業

を
控
え
た
４
年
生
。
毎
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
が
替
わ
っ
て
も
、
こ
の
協

働
が
生
み
出
す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

輝
き
が
途
切
れ
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で

培
っ
た
経
験
を
協
働
の
『
輪
』
と
共
に
、

後
輩
へ
託
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
２
月
22
日
㈰
開
催
の
第
９

回
ふ
か
や
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
、

川
内
優
輝
選
手
（
埼
玉
県
庁
所
属
）
が

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
部
門
に
出
場
し
ま
す
。

　

川
内
選
手
は
、
２
大
会
連
続
で
世
界

陸
上
に
出
場
し
、
10
月
に
も
ア
ジ
ア
大

会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
国

内
外
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

ド
ナ
ー
休
暇
の
な
い
骨
髄
提
供
者

（
ド
ナ
ー
）
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
骨
髄
提
供
者
に
対
し
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た

▪
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
、（
公

財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨

髄
バ
ン
ク
事
業
の
ド
ナ
ー
登
録
者
で
骨

髄
な
ど
の
提
供
を
完
了
し
て
い
る

▪
他
の
助
成
金
な
ど
の
交
付
（
ド
ナ
ー

休
暇
取
得
を
含
む
）
を
受
け
て
い
な
い

▪
骨
髄
な
ど
の
提
供
時
に
市
内
に
住
所

を
有
す
る
か
た
で
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い

助
成
内
容　

骨
髄
提
供
の
た
め
に
要
し

た
通
院
ま
た
は
入
院
の
日
数
に
２
万
円

を
乗
じ
て
得
た
額
（
１
回
の
提
供
に
つ

き
７
日
を
上
限
と
す
る
）

申
請
期
限　

骨
髄
な
ど
を
採
取
し
た
日

か
ら
90
日
以
内

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５

７
５
‐
１
１
０
１
）

1

川か
わ

内う
ち

優ゆ
う

輝き

選
手
が

ふ
か
や
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
！

2

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ
助
成
費
を
交
付

し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎
５
７ 

２
‐
９
５
８
１
）

花園インターチェンジ拠点整備プロジェクト
観光型集客施設の建設・運営民間事業者を公募
問い合わせ　産業拠点整備室（☎568 ‐ 5002）
　市では、花園インターチェンジに近接した事業用地において、観光型集客施設を誘致し、そ
の集客力を生かした地域産業の発展、さらには近隣市町村や地域資源などをつなぐ連携拠点を
整備する事業、『花園インターチェンジ拠点整備プロジェクト』を推進しています。
　このたび、観光型集客施設を建設・運営する民間事業者を、公募型プロポーザル方式により

募集します。応募に関する詳細につきまして
は、市ホームページで公表する募集要項をご
覧ください。
事業用地の場所　深谷市永田、黒田地内
予定面積　約176,000㎡
応募受付　平成27年1月29日㈭午前9時〜午
後4時
応募方法　募集要項を参照の上、必要書類を
問い合わせ先へ持参（郵送不可）

花園IC

至東京

至新潟 対象事業用地

関
越
自
動
車
道

N

位置図

国道1
40号

バイパ
ス

国道14
0号

秩父鉄
道

黒田
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　歌に合わせて、親子が一緒に手を動かしてスキンシッ

プをとりながら体操をしました。子どもたちも笑顔いっ

ぱいで楽しみながら参加しました。

　市内ではバスケットボール競技が実施され、全国から集

まった強豪選手が競い合いました。男子の部には埼玉県か

ら4チームが出場し、2チームがベスト8となりました。

深谷出身の選手も活躍『日本スポーツマスターズ2014』
深谷ビッグタートル

											9	 ／
	 20

親子で楽しく！『第3回ふれあい子育て講座』
川本公民館

											9	 ／
	 22

講師は体操インストラクターの立
たつ

石
いし

明
あき

子
こ

氏

コスモス満開！『おかべコスモス祭2014』
コスモス街道（岡部中学校周辺）

　さまざまな色のコスモスが咲きそろう中、鳴子踊りを

披露する『YOSAKOIそうなん2014』や、おいしい食

べ物などがそろう『ふれあい市』が盛大に開催されました。

	10		／
	 12

YOSAKOIそうなん2014のストリート会場では、各団体が自慢の鳴子踊りを披露しました

　市有地を活用する『まちなか活性化事業』の認定第1

号としてドッグランとカフェ『ドッグガーデンスカイ』

がオープンし、犬好きの方々でにぎわいました。

街なかに『ドッグラン広場』がオープン！
ドッグガーデンスカイ（深谷町地内）

											9	 ／
	 27

併設のカフェのみの利用もできます

力を合わせて楽しもう！『ふれあいスポーツ大会』
深谷ビッグタートル

　障害のあるかたと地域のかたが、スポーツを通じて親

睦を深めました。730人が参加し、力いっぱい競技を楽

しみ、会場は熱気に包まれました。

	10		／
	 11

　高齢者に多いロコモティブシンドローム（筋肉や骨、

関節などの運動器の障害）を予防するためのクッキング

教室が開催されました。

乳製品で『生涯骨太クッキング』
花園公民館

											9	 ／
	 17

講師は食生活改善推進員協議会花園支部の皆さん

『韮
に ら

塚
づ か

直
な お

次
じ

郎
ろ う

家をめぐる一考察』に興味津々
渋沢栄一記念館・八基公民館

　韮塚直次郎の子孫である韮
にら

塚
づ か

雄
ゆ う

一
い ち

氏を講師に迎え、直

次郎が生きた時代やその当時の韮塚家の様子などについ

て、講演が行われました。

											9	 ／
	 14

たくさんのかたが集まり、講師の話に熱心に耳を傾けていました

埼玉Dチームの背番号69番・神
かん

成
なり

隆
たか

之
ゆき

選手は幡羅中学校出身

　普段の通勤・通学路が一変し、色彩豊かな3基の屋台

がまちを彩りました。屋台の上で繰り広げられるにぎや

かなお囃
はや

子
し

が夜まで響きわたりました。

鮮やかな屋台がまちを彩る『深谷小前田屋台まつり』
国道140号旧道（小前田地区内）

	10		／
	 11

屋台は市指定有形民俗文化財、屋台囃子は市指定無形民俗文化財です

　携帯電話やスマートフォンとの関わり方を、生徒自身

が考えて話し合う協議会が開催されました。生徒たちは

トラブルを未然に防ぐための使い方などを議論しました。

ケータイ・スマホとどう関わる？『中学生臨時生徒協議会』
教育庁舎

											9	 ／
	 26

市内中学校の代表者10人が、自分たちの身近な問題として話し合いました

　深谷市の親善大使も務める映画作家・大林宣彦監督の

トークショーに、監督の最新作『野のなななのか』主演

の常
と き わ

盤貴
たか

子
こ

さんが特別ゲストとして参加されました。

『大
お お

林
ばやし

宣
の ぶ

彦
ひ こ

監督トークショー』に特別ゲスト！
深谷シネマ

											9	 ／
	 14

　子どもたちが優れた舞台芸術を鑑賞する機会として、

箏
こと

、三
さん

弦
げ ん

（三
しゃ

味
み

線
せ ん

）、尺八を使った伝統音楽の『三
さん

曲
きょく

』

が披露されました。

伝統音楽に触れる『和楽器鑑賞会』
上柴西小学校

	10		／
	 9

演奏は（公社）日
に

本
ほん

三
さん

曲
きょく

協
きょう

会
かい

の皆さん
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こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
少
子
化
や

子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
を
改
善
し
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
進
め

て
い
く
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
』（
以
下
『
新
制
度
』
）
が
全
国
的

な
取
り
組
み
と
し
て
平
成
27
年
４
月
に

本
格
施
行
予
定
で
す
。

新
制
度
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

●
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及

　

幼
稚
園
と
保
育
園
に
加
え
て
、
両
方

の
特
徴
を
ひ
と
つ
に
し
た
『
認
定
こ
ど

も
園
』
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

●
質
と
量
の
向
上

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
幼
児
期

の
教
育
保
育
の
供
給
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

●
支
援
の
充
実

　

学
童
保
育
室
や
一
時
預
か
り
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
地
域
の
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

【
市
の
取
り
組
み
】

　

平
成
25
年
７
月
に
『
深
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
』
を
設
置
し
、
有
識

者
、
子
育
て
支
援
事
業
関
係
者
、
子
育

【
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
】

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
目
指
し
て
、
平
成
24

年
８
月
に
『
子
ど
も
・
子
育
て

関
連
３
法
』が
成
立
し
ま
し
た
。

て
当
事
者
の
意
見
を
伺
い
、
同
年
10
月

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
教
育
・
保
育
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
制
度
に
対
応
し
た
『
深
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
』
は
、
こ

う
し
た
調
査
を
踏
ま
え
て
、
平
成
27
年

４
月
の
本
格
施
行
に
向
け
て
策
定
中
で

す
。

意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
事
業
お
よ
び

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
を
推
進
す
る

大
き
な
柱
と
な
る
『
深
谷
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
』
を
よ
り
良
い

計
画
に
す
る
た
め
に
11
月
中
に
意
見
募

集
を
行
い
ま
す
。

平成27年度保育園・学童保育室　入園・入室のご案内
●問い合わせ　保育課（☎574‐8648）

新 制 度 の 利 用 の 流 れ

入
園
・
入
室
基
準

【
保
育
園
】
保
護
者
が
次
の
①
～
⑧
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭
の
乳
幼
児

【
公
立
学
童
保
育
室
】
保
護
者
が
次
の

①
～
⑧
（
⑥
を
除
く
）
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
家
庭
で
市
内
小
学
校
に
就
学

し
て
い
る
児
童

【
保
育
の
必
要
な
事
由
】
①
就
労
（
１

か
月
に
つ
き
48
時
間
以
上
）
②
妊
娠
・

出
産　

③
保
護
者
の
疾
病
・
障
害　

④

同
居
親
族
な
ど
の
介
護
・
看
護　

⑤
災

害
復
旧　

⑥
求
職
活
動　

⑦
就
学　

⑧

虐
待
・
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と

申
請
手
続
き
の
際
の
注
意
事
項

※
出
産
の
事
由
で
入
園
・
入
室
と
な
っ

た
場
合
は
、
出
産
予
定
月
の
２
か
月
後

の
末
日
で
退
園
・
退
室
と
な
り
ま
す
。

※
求
職
中
の
事
由
で
入
園
と
な
っ
た
場

合
は
、入
園
後
２
か
月
以
内
に
就
労
し
、

勤
務
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

勤
務
証
明
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

入
園
か
ら
３
か
月
で
退
園
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み

　

11
月
10
日
㈪
～
12
月
15
日
㈪
ま
で
に

入
園
申
込
書
兼
支
給
認
定
申
請
書
（
入

室
申
請
書
）
と
『
保
育
の
必
要
性
の
証

明
書
』な
ど
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先
、

総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ

【
小
規
模
保
育
室
・
私
立
学
童
保
育
室
】

　

入
室
の
申
し
込
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、

各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
小
規
模
保
育
室
は
、
主
に
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
が
対
象
で
す
。

公立・私立保育園
公立保育園名・予定者数

明戸保育園 35 みらい幼児園おかべ 32
八基保育園 22 川本保育園 31
川本南保育園 18 - -

私立保育園名・予定者数
深谷保育園 8 川本のこキッズ保育園 7
樫の実保育園 42 東つばき保育園 11
稲荷町保育園 34 桃園第二保育園 8
東光保育園 37 桃園第２ナーサリースクール 8
さくら保育園 13 栃の木保育園 4
すみれ保育園 12 のぞみ保育園 20
さくらんぼ保育園 12 エンゼル保育園 24
あけぼの保育園 25 あゆみ幼児園 7
光保育園 19 ふきのとう保育園 11
第二さくら保育園 21 花園保育園 2
深谷西保育園 16 花園第二保育園 16
つばき保育園 10 第２のぞみ保育園キッズガーデン 27
仙元山保育園 10 あおぞら保育園 23
桃園保育園 7 桜ケ丘保育園 33
深谷藤沢保育園 26 つばさ保育園 36
深谷上柴保育園 90 豊里保育園 23

※予定者数は前後する可能性があります。
※平成27年4月より深谷上柴保育園が新設されます。

私立学童保育室
学童保育室名 住所 電話

さくらんぼ学童クラブ 櫛引211 ☎573‐5386
たけのこ学童クラブ 上野台129‐3 ☎551‐6954
第二たけのこ学童クラブ 上野台129‐3 ☎551‐6955
上柴東学童クラブ 上柴町東2‐33‐6 ☎571‐3894
上柴西学童クラブ 上柴町東1‐19‐2 ☎573‐6865
わかばクラブ 人見809‐2 ☎573‐8794
深谷西クラブ 栄町15‐18 ☎574‐8727
プリズムクラブ 上柴町西5‐3‐7 ☎572‐7170
こどもとおはなしの家 上柴町東5‐18‐1 ☎574‐9665
川本南アフタースクールケア 本田4447‐2 ☎583‐5666
花園学童クラブ（花組） 小前田1463‐1 ☎584‐6790
花園学童クラブ（月組） 小前田1994 ☎584‐3212
中央学童クラブ 小前田1889 ☎584‐5844
キッズガーデンアフタースクールケア 上柴町東3‐8‐8 ☎573‐1956
GENKIっこクラブ 原郷2132‐1 ☎572‐6923

※入室については、各施設へ直接お問い合わせください。
※特別支援学校在籍児童・生徒が対象の施設については、問い合わせ先へ

小規模保育室
小規模保育室名 電話

ひばり保育園 ☎571‐2803
ベビーハウスあけぼの ☎571‐0784
たんぽぽ保育室 ☎583‐5202
ふたば保育園 ☎584‐6652
エンゼル家庭保育室 ☎551‐5233
ひまわり家庭保育室 ☎584‐7173
しようのもり保育所 ☎501‐5551
※上記施設は平成27年4月以降認可予定

３つの認定区分
要件 利用先

１号認定 満3歳以上で、幼稚園などでの教育を希望する場合 幼稚園・認定こども園

２号認定 満３歳以上で『保育の必要な事由』に該当し、保育園などでの
保育を希望する場合 保育園・認定こども園

３号認定 満３歳未満で『保育の必要な事由』に該当し、保育園などでの
保育を希望する場合

保育園・認定こども園・地域型
保育

※新制度に入らない私立幼稚園もあります。新制度に入らない私立幼稚園の利用の手続きや授業料は今まで通りです。

公立学童保育室
学童保育室名

第一深谷学童保育室 八基学童保育室
第二深谷学童保育室 豊里学童保育室
第一桜ケ丘学童保育室 上柴学童保育室
第二桜ケ丘学童保育室 第一岡部学童保育室
第一幡羅学童保育室 第二岡部学童保育室
第二幡羅学童保育室 榛沢学童保育室
第一常盤学童保育室 本郷学童保育室
第二常盤学童保育室 第一岡部西学童保育室
明戸学童保育室 第二岡部西学童保育室
大寄学童保育室 川本北学童保育室

１
号
認
定

幼
稚
園
な
ど
を

利
用
希
望
の
場
合

❶
幼稚園などに直
接利用申し込み
をします

❷
幼稚園などから
入園の内定を受
けます

❸
幼稚園などを通
じて利用のため
の認定を申請し
ます

❹
幼稚園などを通
じて市町村から
認定証が交付さ
れます
(1号認定)

❺
幼稚園などと契
約をします

２
・
３
号
認
定

保
育
園
な
ど
を

利
用
希
望
の
場
合

❶
市に『保育の必
要性』の認定を
申請します

❷
市から認定証が
交付されます
(２・３号認定)

❸
保育園などの利
用希望の申し込
みをします

❹
申請者の希望、
保育園などの状
況により、市が利
用調整をします

❺
利用先の決定後、
契約となります

始まります！子ども・子育て支援新制度
●問い合わせ　こども青少年課（☎574‐6646）
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み・申請 電話

市役所の連絡先

市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内

火災（消防車の出動）の問い合わせ

	 ●本庁舎　　　 　〠366‐8501 深谷市仲町11‐1	 　	 ☎571‐1211（代表）
	 ●岡部総合支所 　〠369‐0292 深谷市岡2381‐1	 　	 ☎585‐2211（岡部市民生活課）
	 ●川本総合支所 　〠369‐1192 深谷市田中197	 　	 ☎583‐2781（川本市民生活課）
	 ●花園総合支所 　〠369‐1293 深谷市小前田2345‐1	 ☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日　　　市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分まで
　　　　　　　（一部取り扱えない業務があります）

●テレホンサービス　☎0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

●テレホンサービス　☎0180‐99‐4431

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集

あ
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課	

（
う
５
０
１
‐
１
３
３
０
）

　

平
成
27
年
度
に
事
業
を
開
始
す
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
す
る
サ
ー
ビ
ス
●
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
複
合
型
サ
ー
ビ

ス
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

※
希
望
す
る
地
域
に
事
業
展
開
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

い
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
、
11
月

10
日
㈪
～
12
月
９
日
㈫
ま
で
に
応
募
書
類

に
記
入
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

深
谷
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
会
員
募
集

あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
う 

５
５
１
‐
４
４
１
０
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
、	

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人
（
依
頼

会
員
）
と
子
育
て
を
応
援
し
た
い
人
（
協

力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に
関
す

る
相
互
援
助
活
動
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

特
に
協
力
会
員
を
募
集
中
で
す
。
ご
希

望
の
か
た
は
、
説
明
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
説
明
会
（
要
申
し
込
み
）】

と
き
●
11
月
18
日
㈫
午
後
２
時
～
３
時
30

分と
こ
ろ
●
市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　

『
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
東
都
』に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

あ
長
寿
福
祉
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
４
４
）

　

介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
と
東
都

医
療
大
学
の
協
働
事
業
と
し
て
認
知
症
の

か
た
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、『
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
東
都
』
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
●
市
内
在
住
の
認
知
症
の
か
た
と
そ

の
家
族
、
認
知
症
が
気
に
な
る
か
た
、
認

知
症
に
関
心
の
あ
る
か
た
、
以
前
に
家
族

を
介
護
し
た
か
た
な
ど

と
き
●
11
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４

時と
こ
ろ
●
東
都
医
療
大
学
１
階
食
堂

参
加
料
●
１
人
１
０
０
円

C
チ ャ ン ネ ル

hannel フカヤで、深谷に関する動画を配信中（か「チャンネルフカヤ Youtube」で検索） 広報ふかやの点字・テープ・ＣＤ版については、社会福祉協議会 (☎ 573 ‐ 6563) へ

い
11
月
25
日
㈫
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先

へ
か
ら
だ
☆
い
た
わ
り
体
操

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　

冬
の
寒
さ
で
凝
り
固
ま
っ
た
体
を
い
た

わ
り
な
が
ら
、健
康
な
体
づ
く
り
の
た
め
、

日
常
生
活
で
簡
単
に
で
き
る
体
操
を
学
び

ま
す
。

対
象
●
市
内
在
住
で
、
医
師
か
ら
運
動
制

限
を
受
け
て
い
な
い
20
歳
以
上

と
き
●
12
月
５
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
30

分と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
多
目
的
室

定
員
●
先
着
40
人

講
師
●
菅か

ん

野の

隆た
か
し

氏
（
健
康
運
動
指
導
士
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ト
レ
ー
ナ
ー
）

持
ち
物
●
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
筆
記
用
具

い
11
月
11
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
問
い
合
わ	

せ
先
へ

普
通
救
命
講
習
Ⅲ

あ
警
防
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
１
４
）

対
象
●
市
内
ま
た
は
寄
居
町
在
住
か
在

勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上

と
き
●
12
月
６
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
●
消
防
本
部

内
容
●
小
児
や
乳
幼
児
の
救
命
に
必
要
な

応
急
手
当
て
（
心
肺
蘇
生
法
な
ど
）

定
員
●
先
着
30
人

い
11
月
10
日
㈪
か
ら
問
い
合
わ
せ
先
へ

男
女
共
同
参
画
講
演
会『
き
っ
と
毎
日
が

楽
し
く
な
る
心
地
い
い
家
族
の
カ
タ
チ
』　

あ
い
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
う
５
７
３
‐
４
７	

６
１
）

　
『
家
庭
』
や
『
家
族
』
に
視
点
を
置
き
、

男
性
と
女
性
が
対
等
で
仲
良
く
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
す
た
め
の
方
法
を
講
演
し
ま
す
。

対
象
●
市
内
在
住
・
在
勤
者

と
き
●
11
月
29
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30

分と
こ
ろ
●
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ　

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

定
員
●
80
人

講
師
●
山や

ま

田だ

亮り
ょ
う

氏
（
近
畿
高
等
看
護
専
門

学
校
非
常
勤
講
師
）　

※
託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
・

要
予
約
）

男
女
共
同
参
画
支
援
講
座

印
象
力
ア
ッ
プ
！
の
メ
イ
ク
講
座

あ
い
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
う
５
７
３
‐
４
７	

６
１
）

　

就
職
や
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

際
に
、
第
一
印
象
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

専
門
家
か
ら
好
感
度
ア
ッ
プ
の
メ
ー
ク

術
や
ス
キ
ン
ケ
ア
の
コ
ツ
を
学
び
、
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
●
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

と
き
●
12
月
17
日
㈬
午
後
２
時
30
分
～
４

時
30
分　

と
こ
ろ
●
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ　

ツ
バ
キ

定
員
●
18
人

講
師
●
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
㈱
コ
ー
セ
ー
）

※
託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
・

要
予
約
）

　
　
　有

償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力

会
員
養
成
講
座

あ
い
社
会
福
祉
協
議
会
（
う
５
７
３
‐
６	

５
６
３
）

　

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
協
力

会
員
を
養
成
し
ま
す
。

対
象
●
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
、
２
日
間

と
も
参
加
可
能
で
、
協
力
会
員
と
し
て
事

業
に
協
力
で
き
る
か
た

と
き
●
11
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
午
前
９
時

～
正
午
（
全
２
回
）

と
こ
ろ
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー　

３
階
大
会
議
室

定
員
●
先
着
40
人

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

～
秋
の
星
座
を
見
る
～

あ
も
く
せ
い
館
（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
11
月
15
日
㈯
午
後
６
時
30
分
～

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
22
日
㈯
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

お
は
な
し
会

あ
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ（
う
５
７
３
‐
４
７
６
１
）

対
象
●
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
と
保
護
者

と
き
●
11
月
18
日
㈫
午
後
３
時
30
分
～
４

時と
こ
ろ
●
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ　

チ
ュ
ー
リ
ッ

プ内
容
●
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
講
演
会

あ
い
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５	

０
）

と
き
●
11
月
21
日
㈮
午
後
６
時
30
分
～
８

時
30
分

と
こ
ろ
●
上
柴
公
民
館
大
会
議
室

定
員
●
先
着
１
０
０
人

講
師
●
松ま

つ

久ひ
さ

晃こ
う

士じ

氏
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

Ｓス

Ｋキ

Ｉッ

Ｐプ

シ
テ
ィ
見
学
ツ
ア
ー

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
０
）

　

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
（
川
口
市
）
は
、
悪

質
商
法
な
ど
を
疑
似
体
験
し
た
り
、
学
習

で
き
る
施
設
で
す
。

対
象
●
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

は
４ ス テ ッ プ

最新の協賛店や登録事業は随時更新中！！
市ホームページをご覧ください。

各種健康診査受診と
協賛店の利用で
ポイントをためる

必須

ポイントカードに
『健康づくり宣言』
を記入！

登録事業への参加や
自主的な健康づくりで
ポイントをためる

100ポイントたまっ
たら、景品と交換

◀か『ためるんピックふかや』スマホ専用QRコード

２

１

３

４

あい協働推進課（う574‐6658）
　市は、平成27年に深谷市誕生10周年を迎
えます。この節目に、市民の郷土愛を盛り
上げ、市全体の一体感をさらに育み、市の
発展につなげるため市歌を制定することと
しました。このため、本市のキャッチフレ	
ーズの『元気ふかや』のイメージにふさわ
しい市歌を募集します。

募集期間　11月4日㈫～平成27年1月16日㈮
必着
応募資格　個人・グループの別なく応募可能
※応募は1人（1グループ）1作品まで
提出物　歌詞、楽譜、歌入りの曲データ（MP	
3形式）の3点を提出
※詳しくは市ホームページ（か『深谷市歌
募集』で検索）をご覧いただくか、お問い
合わせください。

深谷市歌を募集します♪
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公
共
施
設
の
こ
と

考え
よう

14

旬な情報を配信中♪一度読んだらクセになる深谷ねぎっこブログ（か「深谷ねぎっこ」で検索） リアルタイムな情報発信、深谷市公式ツイッター（か http://twitter.com/Fukaya_City）

と
き
●
11
月
28
日
㈮
集
合
＝
午
前
８
時
30

分
・
市
役
所
本
庁
舎

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
３
０
０
円
（
当
日
集
金
）

い
11
月
４
日
㈫
～
14
日
㈮
ま
で
に
問
い
合	

わ
せ
先
へ

※
詳
細
チ
ラ
シ
は
、
市
民
課
、
総
合
支
所

市
民
生
活
課
、
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
深
谷
市
民
大
会

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６	

４
６
）

と
き
●
11
月
30
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
●
①
中
学
生
の
主
張
＝
中
学
生
に
よ

る
作
文
発
表
・
表
彰　

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
＝
上
柴
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏　

③

手
紙
で
つ
む
ぐ
『
あ
り
が
と
う
』
の
思
い

＝
今
年
度
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
入
賞
作
品
の
朗
読
と
表
彰

12
月
４
日
㈭
～
10
日
㈬
は
人
権
週
間

あ
人
権
政
策
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
３
）

1
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談

と
き
●
12
月
１
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時　

と
こ
ろ
●
市
役
所
西
別
館
２
０
１
会
議
室

2
人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
展

と
き
●
12
月
８
日
㈪
～
14
日
㈰

と
こ
ろ
●
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ　

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

内
容
●
市
内
小
・
中
学
生
の
作
品
を
展
示

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
お
知
ら
せ

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐
０	

０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

1
リ
ー
ス
展

と
き
●
11
月
12
日
㈬
ま
で

出
展
者
●
岩い

わ

崎さ
き

キ
ヨ
子こ

さ
ん
、
野の

辺べ

幸さ
ち

子こ

さ
ん

内
容
●
木
の
実
の
リ
ー
ス
な
ど
約
80
点
を

展
示

2
陶
芸
３
人
展

と
き
●
11
月
19
日
㈬
～
12
月
１
日
㈪

出
展
者
●
矢や

嶋じ
ま

要か
な
め

さ
ん
、安あ

ん

部べ

幸ゆ
き

雄お

さ
ん
、

茂も
て

木ぎ

勝か
つ

代よ

さ
ん

内
容
●
陶
芸
作
品
約
４
０
０
点
を
展
示

3
深
谷
に
ぎ
わ
い
夕
市

と
き
●
11
月
29
日
㈯
午
後
３
時
～
６
時

出
店
料
●
１
，０
０
０
円

ス
ペ
ー
ス
●
長
テ
ー
ブ
ル
１
台

い
11
月
24
日
㉁
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

『
あ
ぃ
ん
』か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
あ
ぃ
ん
（
う
５
７
５
‐
３
４
２
２
・
深

谷
町
10
‐
24
）

◆
『
コ
バ
ル
ト
会
』
絵
画
展

と
き
●
11
月
15
日
㈯
ま
で

◆
『
手
づ
く
り
バ
ザ
ー
ル
』
展

と
き
●
11
月
16
日
㈰
～
30
日
㈰

街ま
ち

バ
ル『
深
谷
て
て
て
』

あ
深
谷
商
店
街
連
合
会
街
バ
ル
担
当
（
う

０
８
０
‐
４
３
８
８
‐
０
２
４
８
）

　

街
バ
ル
は
食
べ
歩
き
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
に
つ
き
、
街
バ

ル
参
加
飲
食
店
で
飲
み
物
１
杯
と
特
別
な

料
理
１
品
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き
●
11
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮
・
18
日
㈫
・	

19
日
㈬

と
こ
ろ
●
深
谷
駅
周
辺
と
そ
の
近
隣
お
よ

び
上
柴
地
区
の
街
バ
ル
参
加
飲
食
店

チ
ケ
ッ
ト
（
３
枚
つ
づ
り
）
●
２
，１
０
０	

円
（
前
売
り
＝
２
，０
０
０
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
、
各
街
バ
ル
参
加
飲

　

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
年
賀
状
用
の

写
真
を
撮
っ
て
年
賀
状
を
か
わ
い
く
ア
レ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

※
カ
メ
ラ
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

と
き
●
11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド

定
員
●
先
着
20
組

い
11
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
問
い
合
わ

せ
先
へ

市
民
文
化
会
館
の
イ
ベ
ン
ト（
12
月
）

あ
深
谷
市
民
文
化
会
館
（
う
５
７
３
‐
８	

７
６
５
）

1
三み

山や
ま

ひ
ろ
し
爆
笑
歌
謡
劇
場

と
き
●
12
月
14
日
㈰
開
演
＝
午
後
２
時

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
指
定
）
●
５
，０
０
０
円

前
売
り
●
問
い
合
わ
せ
先
の
ほ
か
、
花
園

文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ	
(

Ｐ
コ
ー
ド
＝
２
３
６
‐
４
２
５)

2
上う

え

田だ

正ま
さ

樹き

＆
ザ
・
キ
ン
グ
ト
ー
ン
ズ
ス

ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

と
き
●
12
月
20
日
㈯
開
演
＝
午
後
６
時

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
指
定
）
●
３
，５
０
０
円

前
売
り
●
問
い
合
わ
せ
先
の
ほ
か
、
花
園

文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

※
1
　
2
と
も
未
就
学
児
入
場
不
可

第
27
回
子
ど
も
ま
つ
り『
で
っ
か
く
遊
ぼ
う

子
ど
も
た
ち
大
き
な
輪
に
な
れ
深
谷
っ
子
』

あ
上
柴
東
学
童
ク
ラ
ブ
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
う

５
７
１
‐
３
８
９
４
）

と
き
●
11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
45
分
～
午

後
２
時
（
雨
天
＝
午
前
９
時
45
分
～
11
時

20
分
）

と
こ
ろ
●
深
谷
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
多
目
的

広
場
（
雨
天
＝
南
公
民
館
体
育
室
）

内
容
●
模
擬
店
、
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
、
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ン
食
い
競
争

深
谷
は
ば
た
き
特
別
支
援
学
校

『
メ
ロ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

あ
深
谷
は
ば
た
き
特
別
支
援
学
校
（
う
５	

７
８
‐
１
７
０
１
）

と
き
●
11
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時

と
こ
ろ
●
深
谷
は
ば
た
き
特
別
支
援
学
校

内
容
●
学
習
発
表
、
作
品
展
示
、
作
業
製

品
の
販
売
な
ど

※
ス
リ
ッ
パ
（
上
履
き
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

第
83
回
親
子
映
画
鑑
賞
会

あ
深
谷
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
見
る
会
・	

飯い
い

塚づ
か

さ
ん
（
う
５
８
７
‐
４
４
７
５
）

と
き
●
11
月
22
日
㈯
①
午
前
10
時
30
分
～

午
後
０
時
10
分　

②
午
後
１
時
30
分
～
３

時
10
分

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
●
映
画
『
エ
ル
マ
ー
の
冒
険
』

参
加
料
●
８
０
０
円

第
42
回
深
谷
市
民
音
楽
祭

あ
市
民
音
楽
祭
実
行
委
員
会
・
谷た

に

口ぐ
ち

さ
ん

（
う
０
８
０
‐
２
１
６
９
‐
０
９
５
０
）

と
き
●
11
月
23
日
㈷
開
演
＝
午
前
10
時
30

分と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

み
ど
り
の
回
廊『
軽
ト
ラ
市
』

あ
ふ
か
や
緑
の
回
廊
推
進
協
議
会
（
ふ
か

や
市
商
工
会
内
・
う
５
８
４
‐
２
３
２
５
）

と
き
●
11
月
30
日
㈰
午
前
７
時
～
９
時

と
こ
ろ
●
花
園
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

食
品
館
ハ
ー
ズ
駐
車
場
内

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０	

１
２
）、
保
険
年
金
課
（
う
５
７
４
‐
６	

６
４
１
）、
岡
部
市
民
生
活
課
（
う
５
８	

５
‐
５
４
９
６
、
川
本
市
民
生
活
課
（
う

５
８
３
‐
２
７
８
３
）、
花
園
市
民
生
活

課
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
１
）

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
』
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合

も
、
納
付
さ
れ
た
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か

た
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
『
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
』

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書（
ま

た
は
領
収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

1
証
明
書
送
付
時
期

▪
平
成
26
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

か
た
＝
11
月
上
旬

▪
平
成
26
年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
か
た
＝
平
成
27
年
２
月
上
旬

2
問
い
合
わ
せ　
日
本
年
金
機
構
・
ね
ん

ふかや必読書 ３0

「いないいないばあ」　　　　　　 松
ま つ

谷
た に

みよ子
こ

　子どもたちは、隠されていたもの
が目の前に飛び出してくる遊びが大
好きです。何度繰り返しても飽きる
ことがありません。
　「いないいない…」でめくると「ば
あ」と顔を出すかわいい動物たち。
思わず笑みがこぼれます。親子で、
繰り返し遊んでみましょう。

食
店
の
提
供
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
先
へ

第
６
回
深
谷
な
な
マ
ル
シ
ェ

あ
深
谷
な
な
マ
ル
シ
ェ
事
務
局
（
う
５
７	

４
‐
４
７
８
９
）

と
き
●
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４

時と
こ
ろ
●
七
ツ
梅
酒
造
跡
東
蔵
ホ
ー
ル

内
容
●
手
作
り
品
や
飲
食
販
売

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀

状
撮
影
会

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
深
谷
駅
周
辺
の
中

心
市
街
地
を
、
都
市
の
競
争
力
を

け
ん
引
す
る
広
域
的
な
機
能
を
担

う
『
都
市
拠
点
』
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に

考
慮
し
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
公
共
施
設
改
革

推
進
室
（
☎
５
６
８
‐
５
０
０ 

９
）

　

新
庁
舎
の
建
設
場
所
に
つ
い
て

は
、
市
民
会
議
か
ら
の
提
言
を
踏

ま
え
、
現
本
庁
舎
を
使
用
し
な
が

ら
新
庁
舎
の
建
設
が
可
能
と
な
る

『
現
本
庁
舎
南
側
の
市
道
お
よ
び

駐
車
場
を
含
む
現
本
庁
舎
敷
地
』

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

庁
舎
は
法
律
で
設
置
場
所
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
建

設
可
能
な
土
地
を
新
た
に
用
意
す

新
庁
舎
の
建
設
場
所

17

病院病院

銀行

深谷駅通り線
（仮称）にぎわい通り

都市拠点
深谷市役所深谷市役所

銀行銀行

小学校小学校

銀行銀行

郵便局郵便局

銀行

深谷駅

現本庁舎

17

新庁舎建設場所
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き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
う
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５	

５
５
・
Ｉ
Ｐ
電
話
う
03
‐
６
７
０
０
‐
１	

１
４
４
・
11
月
４
日
㈫
～
平
成
27
年
３
月

16
日
㈪
ま
で
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後
７

時
）

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
期
限
ま
で
に

提
出
し
ま
し
ょ
う

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。
課
税
対
象
と

な
る
受
給
者
の
か
た
に
は
、
毎
年
11
月
上

旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
『
扶
養
親

族
等
申
告
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
提

出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け

ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

も
し
、
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が

受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額

が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
る
か
た

▪
65
歳
未
満
＝
年
金
額
１
０
８
万
円
以
上

▪
65
歳
以
上
＝
年
金
額
１
５
８
万
円
以
上

個
人
事
業
者
の
申
告
決
算
等
説
明
会

あ
熊
谷
税
務
署
（
う
５
２
１
‐
５
６
４
９
）

対
象
・
と
き
●

【
青
色
申
告
者
】　
事
業
所
得
者
＝
12
月
８

日
㈪
・
10
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午
、
不
動

産
所
得
者
＝
12
月
８
日
㈪
午
後
２
時
～
４

時
、
農
業
所
得
者
＝
12
月
10
日
㈬
午
後
２

時
～
４
時

【
白
色
申
告
者
】　
事
業
所
得
者
＝
12
月
17

日
㈬
・
18
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午
、
不
動

産
所
得
者
＝
12
月
17
日
㈬
午
後
２
時
～
４

時
、
12
月
18
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午
、
農

業
所
得
者
＝
12
月
18
日
㈭
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ
●
さ
く
ら
め
い
と
会
議
室

平
成
26
年
分
の
給
与
所
得
者
の
年
末

調
整
説
明
会

あ
熊
谷
税
務
署
（
う
５
２
１
‐
２
９
０
５
）

と
き
●
11
月
21
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午
・

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ
●
さ
く
ら
め
い
と
太
陽
の
ホ
ー
ル

子
宮
頸け

い

が
ん
・
乳
が
ん
検
診

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　
２
年
に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
●
市
内
在
住
の
女
性
で
、
平
成
27
年

3
月
31
日
現
在
次
の
各
年
齢
に
該
当
す
る

か
た

▪
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上

▪
乳
が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上

▪
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
＝
40
歳
以
上

と
き
●
平
成
27
年
２
月
28
日
㈯
ま
で

い
広
報
ふ
か
や
５
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ	

シ
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
日
程
を

確
認
の
上
、
深
谷
市
・
大
里
郡
医
師
会
メ

ヂ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
予
約
専
用
電
話
（
う
５	

７
０
‐
６
１
１
１
）
へ

防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た
全
国
一
斉

『
緊
急
情
報
伝
達
試
験
』

あ
総
務
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
５
）

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊジ

ェ
イ

‐

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か

ら
の
緊
急
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝

え
す
る
た
め
、
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
試

験
を
行
い
ま
す
。

と
き
●
11
月
28
日
㈮
午
前
11
時
ご
ろ

内
容
●
市
内
２
４
０
か
所
の
防
災
行
政
無

線
と
戸
別
受
信
機
か
ら
放
送
し
ま
す
。『
こ

れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。』
と
３
回
繰
り
返

し
た
後
、『
こ
ち
ら
は
、防
災
深
谷
で
す
。』

と
放
送
し
ま
す
。

い
じ
め
撲
滅
強
調
月
間

あ
県
青
少
年
課
（
う
０
４
８
‐
８
３
０
‐

５
８
５
８
）

　

11
月
を
『
い
じ
め
撲
滅
強
調
月
間
』
に

制
定
し
、
い
じ
め
の
根
絶
に
集
中
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。い
じ
め
に
あ
っ
た
り
、

気
が
付
い
た
り
し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
電
話
●
よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談

（
う
０
１
２
０
‐
86
‐
３
１
９
２
）

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６	

４
６
）

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。

　
『
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
』

を
見
つ
け
た
時
は
『
深
谷
市
子
ど
も
の
虐

待
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』（
う
５
７
４
‐

３
０
０
０
）
ま
た
は
、
熊
谷
児
童
相
談
所

（
う
５
２
１
‐
４
１
５
２
）
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

11
月
12
日
㈬
～
25
日
㈫

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

あ
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ（
う
５
７
３
‐
４
７
６
１
）

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、

男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
暴
力

の
な
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

パ
ネ
ル
展

と
き
●
11
月
12
日
㈬
～
25
日
㈫

と
こ
ろ
●
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ

全
国
一
斉『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
』強
化
週
間

あ
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
う
０
４
８
‐
８
５
９
‐
３
５
０
７
）

　

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
●
11
月
17
日
㈪
～
23
日
㈷
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時
（
22
日
㈯
・
23
日
㈷
は

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

相
談
電
話
●
（
う
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

８
１
０
）

秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

あ
環
境
衛
生
課
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
５
）

と
き
●
11
月
30
日
㈰

ご
み
の
種
類
と
収
集
区
域
●
道
路
や
河

川
、
住
宅
周
辺
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
・

空
き
瓶
・
紙
く
ず
な
ど
の
ご
み

※
不
法
投
棄
物
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

収
集
場
所
と
回
収
●
空
き
缶
・
空
き
瓶
は

配
布
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
分
別
し
て
、

各
自
治
会
で
指
定
さ
れ
た
場
所
に
集
め
て

く
だ
さ
い
。

　

回
収
は
翌
日
以
降
に
市
で
行
い
ま
す
。

紙
く
ず
な
ど
の
ご
み
は
翌
日
の
午
前
８
時

30
分
ま
で
に
、
通
常
の
ご
み
収
集
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
者
相
談
会

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
０
）

と
き
●
11
月
26
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
４

時と
こ
ろ
●
市
役
所
西
別
館
２
０
１
会
議
室

い
11
月
４
日
㈫
～
28
日
㈮
ま
で
に
予
約
専	

用
電
話
（
う
０
４
８
‐
８
３
９
‐
７
３
０	

１
）
へ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

が
変
わ
り
ま
す

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

　

深
谷
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
の
変
更
点
】

①
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持

者
を
新
た
に
対
象
者
に
加
え
ま
す
（
た
だ

し
精
神
病
床
へ
の
入
院
の
費
用
は
除
く
）。

②
現
在
、
受
給
資
格
の
あ
る
か
た
は
引
き

続
き
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
65
歳
以
上
で

初
め
て
重
度
心
身
障
害
者
と
な
っ
た
か
た

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
の
変
更
点
】

　

入
院
時
の
食
事
代
が
平
成
27
年
４
月
１

日
診
療
分
か
ら
は
助
成
対
象
外
に
な
り
ま

す
。こ

ど
も
医
療
お
よ
び
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
の
食
事
助
成
の
廃
止

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６	

４
６
）

　

入
院
時
の
食
事
代
が
平
成
27
年
４
月
１

日
診
療
分
か
ら
は
助
成
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

で
し
た
。
次
ま
た
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
、

自
分
に
厳
し
く
積
極
的
に
行
動
に
移
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
電
車
に
乗
っ
て
、
二
人
用
の

座
席
に
一
緒
に
座
り
ま
し
た
。
何
駅
か
過

ぎ
た
時
、
年
老
い
た
夫
婦
が
、
乗
っ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
の
前
の
手
す
り
を
つ
か

み
、
こ
っ
ち
を
向
い
て
い
ま
し
た
。
さ
っ
き

の
、
良
い
こ
と
を
し
た
姉
が
嬉
し
そ
う
に

ほ
ほ
え
ん
で
い
る
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま

し
た
。
次
こ
そ
は
、
と
思
っ
た
自
分
の
決

心
を
思
い
出
し
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
声

を
か
け
て
み
ま
し
た
。

　
「
良
か
っ
た
ら
、
こ
こ
の
席
に
座
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
言
う
と
、
嬉
し
そ
う
に
「
あ

り
が
と
う
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
私
は
、
自
分
の
大
き
な
壁
を
こ
わ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
姉
に
、「
す

ご
い
ね
。」と
言
わ
れ
て
、と
て
も
嬉
し
か
っ

た
し
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
電
車
を

降
り
よ
う
と
思
っ
た
と
き
、お
ば
あ
さ
ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
、
と
て
も
助
か
っ
た
。」
と

言
っ
て
、
何
回
も
お
礼
を
言
っ
て
く
れ
た

こ
と
が
、
今
も
頭
の
中
に
刻
み
こ
ま
れ
て

い
ま
す
。
よ
く
あ
り
そ
う
で
な
い
、
こ
ん

な
体
験
を
し
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
将
来
人
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
人
に
気
を
使
う
と
、
自
分
も
嬉
し

く
な
る
し
、
相
手
も
嬉
し
く
な
る
の
で
、

と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、こ
れ
か
ら
も
人
が
喜
ぶ
よ
う
な
行
動
、

言
動
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
電
車
内
で
の
親
切
さ		

　

姉
と
一
緒
に
、
電
車
で
新
大
久
保
に

行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

　

電
車
に
乗
ろ
う
と
し
た
時
、
小
さ
な

子
供
が
帽
子
を
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

私
は
、「
あ
っ
。」
と
思
い
ま
し
た
が
、
姉

は
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
帽

子
を
自
分
で
拾
う
か
、
姉
に
言
っ
て
拾
っ

て
も
ら
う
か
迷
い
ま
し
た
。
ど
き
ど
き
し

な
が
ら
小
学
校
の
道
徳
の
時
間
に
、
こ
う

い
う
の
を
や
っ
た
な
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

私
の
中
で
は
人
の
役
に
立
と
う
と
い
う

決
心
が
つ
い
た
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
実

際
に
行
動
し
て
本
人
に
渡
す
と
な
る
と
、

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
他
人
か
ら
見
た

ら
緊
張
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
は
と
て
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
お
っ

と
り
し
た
性
格
で
、
い
ざ
と
な
る
と
話
せ

な
く
な
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
一
言
声
を

か
け
る
の
も
、
大
き
な
壁
で
し
た
。
そ
う

こ
う
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
結
果
的
に
、

姉
が
そ
の
小
さ
な
子
供
に
帽
子
を
渡
し
て

い
ま
し
た
。
届
け
て
も
ら
っ
た
本
人
も
、

姉
も
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
私
は
、

授
業
で
習
っ
た
こ
と
も
大
き
な
壁
も
だ
め

豊里中１年（現2年）
荒
あら

木
き

　美
み

宥
ゆ

	さん

あ保険年金課（う574‐6641）
　平成25年度は、国保赤字の補てんのために一般会計から約12億
円を繰り入れました。一般会計から国保会計への繰り入れが増える
と市政運営にも支障がでることが考えられます。
　一般会計も、合併の優遇措置の段階的な終了や税収の伸び悩みに
よる歳入の減少、扶助費の増加などによる歳出の増加により、今後
の財政状況は厳しい見通しとなっています。
　また、一般会計は『福	
祉』や『子育て・教育』
など、市民の皆さんの
生活に関わるため、こ
れ以上国保に赤字補て
んを続けると他の市民
サービスにも影響を与
えかねません。
　国保財政を立て直
し、一般会計からの繰
入金を抑制することが
急務です。

厳しい国保財政の現状～赤字が一般会計にも影響～

ピンチです！深谷市の国保財政
その2

0

6億円

8億円

10億円

12億円

14億円

国保会計への法定外繰入金の伸び国保会計への法定外繰入金の伸び

約9億円約9億円

平成21年度

約12億円約12億円

平成25年度
法定外繰入金＝法律で定められた額以外の繰入金で、

財源不足を補うことを目的としたお金
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重
度
心
身
障
害
者
・
こ
ど
も
・
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
の
申
請
は
５
年
以
内
に

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１	

１
）、
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐

６
６
４
６
）

　

医
療
機
関
な
ど
に
受
診
し
て
医
療
費
な

ど
の
支
払
い
が
あ
る
場
合
、
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
・
こ
ど
も
医
療
費
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
申
請
は
支
払
日

（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
は
診
療
日
の

翌
月
）
か
ら
５
年
の
間
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
度
請
求
し
忘
れ
た
手
続
き
が
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
、障
害
者
差
別
解
消
法

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

　

障
害
者
差
別
解
消
法
（
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
）
は
、
障
害
者
基
本
法
の
基
本
的
な
理

念
に
の
っ
と
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
、
行
政
機
関
や
事
業
者

な
ど
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

を
解
消
す
る
こ
と
、
ま
た
、
国
民
の
責
務

と
し
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消

の
推
進
の
た
め
に
施
行
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

一
部
を
除
い
て
、
平
成
28
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
ま
す
。

【
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
】

　

例
え
ば
、『
障
害
が
あ
る
』
と
い
う
理

由
だ
け
で
、
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え

な
い
、
車
い
す
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
店
に

入
れ
な
い
な
ど
は
、
障
害
の
な
い
人
と
違

う
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
で
、『
不
当
な

差
別
的
取
り
扱
い
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
ほ
か
に
方
法
が
な
い
場

合
は
、『
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
』
に

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
】

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
人
に
声
だ
け
で
話
す
、	

視
覚
障
害
の
あ
る
人
に
書
類
を
渡
す
だ
け

で
読
み
上
げ
な
い
、な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

障
害
の
な
い
人
に
は
情
報
を
伝
え
て
い
る

の
に
、
障
害
の
あ
る
人
に
は
情
報
を
伝
え

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に

そ
の
人
の
障
害
に
合
っ
た
必
要
な
工
夫
や

や
り
方
を
相
手
に
伝
え
て
、
そ
れ
を
相
手

に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
『
合
理
的
配
慮
』

と
い
い
ま
す
。障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、

行
政
機
関
や
会
社
・
お
店
な
ど
が
、
障
害

の
あ
る
人
に
『
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ

と
』
も
差
別
と
な
り
ま
す
。

　

全
て
の
国
民
が
、
相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

『
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
サ
ロ
ン
』に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

あ
深
谷
赤
十
字
病
院
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
・

小こ

暮ぐ
れ

さ
ん
、
多た

田だ

さ
ん
（
う
５
７
１
‐
１

５
１
１
）

　

が
ん
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
た
め
の

サ
ロ
ン
で
す
。

と
き
●
11
月
20
日
㈭
・
12
月
18
日
㈭
午
後

２
時
～
３
時

と
こ
ろ
●
深
谷
赤
十
字
病
院
医
療
相
談
課
内

荒
川
緑
肥
を
無
償
配
布

あ
荒
川
緑
肥
事
務
局
（
う
０
４
９
‐
２
４	

６
‐
１
０
３
１
・
〠
３
５
０
‐
１
１
２
４

川
越
市
新
宿
町
３
‐
12
）

　

荒
川
の
堤
防
の
刈
り
草
か
ら
作
っ
た
堆

肥
を
配
布
し
ま
す
。

い
12
月
12
日
㈮
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
問	

い
合
わ
せ
先
へ
（
当
日
消
印
有
効
・
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
か
荒
川
上

流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

市
町
村
に
置
か
れ
て
い
る
応
募
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

本
庄
准
看
護
学
校

平
成
27
年
度
入
学
試
験

あ
本
庄
准
看
護
学
校
（
う
０
４
９
５
‐	

23
‐
１
０
４
１
）

と
き
●
平
成
27
年
１
月
18
日
㈰

定
員
●
40
人

い
平
成
27
年
１
月
５
日
㈪
～
13
日
㈫
ま
で	

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

塙
保
己
一
学
園（
盲
学
校
）高
等
部

専
攻
科
入
学
選
考

あ
塙は

な
わ

保ほ

己き

一い
ち

学
園
（
盲
学
校
）
高
等
部
専

攻
科
（
う
０
４
９
‐
２
３
１
‐
２
１
２
１
）

と
き
●
12
月
２
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
４

時い
11
月
13
日
㈭
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

冬
季
卓
球
講
習
会

あ
市
卓
球
連
盟
・
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
（
う
０
９
０
‐	

４
７
０
８
‐
１
３
９
３
）

と
き
●
12
月
21
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
４

時と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

参
加
料
●
５
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

講
師
●
埼
玉
工
業
大
学
卓
球
部
員

い
12
月
16
日
㈫
ま
で
に
市
体
協
事
務
局（
生	

涯
学
習
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

深
谷
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会

あ
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
齊さ

い

藤と
う

さ
ん

（
う
０
９
０
‐
５
７
９
１
‐
５
２
０
２
・

〠
３
６
６
‐
０
０
５
１
上
柴
町
東
５
‐
20

‐
２
）

対
象
●
連
盟
登
録
者
お
よ
び
市
内
在
住
・

在
学
の
中
学
生
・
高
校
生

と
き
●
12
月
７
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
～

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

定
員
●
先
着
60
組

※
女
性
同
士
（
中
学
生
同
士
は
除
く
）
の

参
加
、
親
子
に
限
り
男
性
同
士
で
の
参
加

を
認
め
ま
す
。
た
だ
し
、
子
は
中
学
生
に

限
り
ま
す
。

参
加
料
●
一
般
・
連
盟
登
録
者
＝
１
，０	

０
０
円
、
中
学
生
・
高
校
生
＝
５
０
０
円

（
保
険
料
・
シ
ャ
ト
ル
代
を
含
む
。
当
日

集
金
）

※
大
会
当
日
の
連
盟
登
録
可

い
11
月
25
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

お
ね
ぎ
の
里
ペ
タ
ン
ク
大
会

あ
市
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
金か

な

澤ざ
わ

さ
ん
（
う
え 

５
７
３
‐
０
５
６
８
）

対
象
●
小
学
校
４
年
生
以
上

と
き
●
12
月
６
日
㈯
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
～
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ
●
つ
ば
き
公
園
（
上
柴
東
小
学
校

北
側
）

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
３
，０
０
０
円（
保

険
料
を
含
む
・
当
日
集
金
）

参
加
賞
●
花
鉢
物
、
冬
掘
り
ネ
ギ
、
煮
ぼ

う
と
う

い
11
月
27
日
㈭
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

樋
口
～
長
瀞
ウ
ォ
ー
ク
９
km

あ
市
歩
け
歩
け
協
会
・
髙た

か

栁や
な
ぎ

さ
ん
（
う

５
７
１
‐
３
５
９
２
）

対
象
●
オ
ー
プ
ン
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

と
き
●
11
月
30
日
㈰
（
雨
天
決
行
）
受
付

＝
午
前
９
時
～

集
合
場
所
●
秩
父
鉄
道
樋ひ

口ぐ
ち

駅
前
農
産
物

直
売
所

コ
ー
ス
●
樋
口
駅
前
農
産
物
直
売
所
出
発

＝
午
前
９
時
30
分
～
寛か

ん

保ぽ

洪こ
う

水ず
い

位い

磨ま

崖が
い

標ひ
ょ
う

・
長
瀞
八
景
～
日
本
一
の
青あ

お

卒そ

塔と

婆ば

～

光こ
う

明み
ょ
う

寺じ

・
萩は

ぎ

寺で
ら

洞と
う

昌し
ょ
う

院い
ん

（
ト
イ
レ
休
憩
）

～
総そ

う

持じ

寺じ

・
武た

け

野の

上が
み

神じ
ん

社じ
ゃ

大
け
や
き
（
昼

食
休
憩
）・
秩
父
鉄
道
長
瀞
駅
到
着
（
午

後
２
時
予
定
）

参
加
料
●
一
般
＝
３
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
。
当
日
集
金
）

※
昼
食
・
雨
具
を
ご
用
意
の
上
、
歩
き
や

す
い
靴
・
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

鴨
ん
バ
レ
ー
大
会

あ
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９
５
８	

１
）

1
事
前
講
習
会

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
深
谷
会
場
）
内
で

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

と
き
●
11
月
13
日
㈭
午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ
●
上
柴
公
民
館
体
育
室

参
加
料
●
１
０
０
円
（
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

へ
の
参
加
料
・
保
険
料
を
含
む
）

2
大
会

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者

と
き
●
12
月
６
日
㈯
受
付
＝
午
後
１
時
～

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

種
目
●
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
コ
ー
ト
内
に

小
学
生
２
人
、
大
人
２
人
。
他
の
家
族
で

も
可
）、
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
で
コ

ー
ト
内
に
女
性
ま
た
は
50
歳
以
上
の
男
性

１
人
以
上
を
含
む
。
女
性
の
み
で
も
可
）

募
集
チ
ー
ム
数
●
各
部
先
着
12
チ
ー
ム

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
５
０
０
円
（
保
険

料
な
ど
を
含
む
）

い
11
月
19
日
㈬
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

【
1
　

2
共
通
】
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

卓
球
教
室

～
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
選
手
に
挑
戦
～

あ
市
卓
球
連
盟
・
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
（
う
０
９
０
‐

４
７
０
８
‐
１
３
９
３
）

対
象
●
小
学
生
以
上

と
き
●
12
月
７
日
㈰
午
前
９
時
～
11
時
30

分と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

講
師
●
正
智
深
谷
高
校
卓
球
部
員
お
よ
び

ス
タ
ッ
フ

※
見
学
可
。
参
加
希
望
の
か
た
は
、
ラ
ケ

ッ
ト
を
持
参
し
、
運
動
で
き
る
服
装
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
市
体
協
事
務
局（
生	

涯
学
習
課
内
）
へ

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
営
業
時
間

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐	

３
０
０
０
）

　

平
成
27
年
２
月
28
日
㈯
ま
で
の
営
業
時

間
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
と
な
り
ま
す
。

※
11
月
13
日
㈭
は
休
園

12月3日㈬～9日㈫は障害者週間です

各種相談

虐待防止と早期発見

第9回心の輪を広げる
深谷市障害者文化作品展

　障害者やその保護者などへの各
種相談、情報提供、権利擁護のた
めに必要な援助を行っています。
お困りのときはご相談ください。

【障害者生活支援センター歩
ぽっ

歩
ぽ

】
（う575‐1115・宿根1297）
対象　知的障害者、身体障害者、
難病患者
相談時間　月～土曜日午前9時～
午後6時
【地域生活支援センター向

こう

陽
よ う

】
（う599‐2020・熊谷市石原519
‐5）
対象　精神障害者
相談時間　月～金曜日午前9時～
午後5時
出張相談（要予約）　毎週木曜日

午後1時30分～4時30分・深谷コ
ミュニティセンター
【相談支援センターY

イ ー ス ト

east】
（う577‐354	
0・山河1054‐1	
ハイム松島1階）
対象
障害児全般
相談時間
月～金曜日午前
9時～午後5時

　『市障害者虐待防止センター』
では、虐待の通報や相談を受け付
け、早期解決に取り組んでいま
す。
※通報・相談は問い合わせ先へ

　創意工夫に富んだ作品をご覧く
ださい。
とき　11月15日㈯～ 17日㈪午前
9時～午後6時（17日㈪は午後3時
まで）
ところ　L・フォルテ　多目的ホ
ール・ハナミズキ
内容　絵画、写真、書、手工芸品、
俳句・川柳、彫刻、陶芸など

あ県障害者福祉推進課（う048 ‐
830 ‐ 3309）
とき　11月23日㈷午前10時15分
～午後3時30分
ところ　埼玉工業大学
内容　作文・ポスター入賞者表
彰、記念講演、児童・生徒の歌や
ダンス

あ障害福祉課（う571‐1011）
　障害の有無にかかわらず、だれもが相互に人格と個性を尊
重し、支え合う共存社会の実現を目指す週間です。

みんな幸せ・共生社会
県民のつどい
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いつまでも お元気で

上
下
水
道
部
門
事
務
所
移
転

あ
営
業
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
７
６
）

　

平
成
27
年
１
月
５
日
㈪
か
ら
上
下
水
道

部
門
（
営
業
課
、
水
道
工
務
課
、
下
水
道

課
、
集
落
排
水
課
）
の
事
務
所
が
移
転
し

ま
す
。

　

電
話
、
事
務
所
内
配
置
な
ど
、
詳
し
く

は
、
広
報
ふ
か
や
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

移
転
先
●
〠
３
６
９
‐
０
２
１
１
岡
部

１
０
８
６
（
岡
部
浄
水
場
地
内
）

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

あ
水
道
工
務
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
６
１
）

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
認
定
し
ま
し
た
。

▪
㈱
貝か

い

沢ざ
わ

設
備
工
業
（
群
馬
県
高
崎
市
・

う
０
２
７
‐
３
６
２
‐
３
７
２
３
）

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

あ
予
防
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
１
３
）

　

深
谷
市
・
寄
居
町
の
小
学
生
を
対
象

に
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
募
集
を
し
た

と
こ
ろ
５
６
５
点
の
優
れ
た
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、市
内
で
は
次
の
方
（々
敬

称
略
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
●
藤ふ

じ

井い

柊と
う

矢や（
上
柴
西
小
６
年
）

深
谷
地
区
防
火
安
全
協
会
会
長
賞
●
斎さ

い

藤と
う

汐し
お

里り

（
上
柴
東
小
６
年
）

優
秀
賞
●
大お

お

越こ
し

実み

結ゆ
う

（
上
柴
東
小
６
年
）、

加か

藤と
う

愛あ
い

梨り（
岡
部
小
５
年
）、山や

ま

田だ

晴は
る

楽ら（
明

戸
小
４
年
）

※
入
選
以
上
の
作
品
94
点
は
12
月
１
日	

㈪
～
26
日
㈮
ま
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
で
展
示

し
ま
す
。

11
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯

秋
の
火
災
予
防
運
動

あ
予
防
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
１
３
）

　

昨
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の
死
者

数
は
９
９
７
人
で
、こ
の
う
ち
約
70
％（
７	

０
３
人
）
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め

て
い
ま
す
。

　

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
、
全
て
の
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
早
急
に
設

置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

第
31
回
自
衛
消
防
隊
屋
内
消
火
栓
操

法
指
導
会
表
彰

あ
予
防
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
１
３
）

　

実
践
的
な
放
水
を
行
う
屋
内
消
火
栓
操

法
指
導
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

深
谷
市
・
寄
居
町
の
各
事
業
所
か
ら
男

子
の
部
24
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
６
チ
ー
ム

の
計
30
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
子
の
部
は

ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
・
セ
ン
ト
ラ
ル

プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
川
本
工
場
、
女
子
の
部
は

本
田
技
研
工
業
㈱
埼
玉
製
作
所
寄
居
工
場

が
優
勝
し
ま
し
た
。

『
標
準
営
業
約
款
制
度〈
Ｓ
マ
ー
ク
〉』

を
ご
存
じ
で
す
か
？

あ
（
公
財
）
埼
玉
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー
（
う
０
４
８
‐
８
６
３
‐
１
８	

７
３
）

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
消
費
者
擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
で
営
業
登
録
し

11月のご案内

定期上映時間
①午前10	時30分～
②午後		1	時30分～
③午後		4	時30分～
④午後		8	時～

通常料金　1,000円	障がい者　　900円
あNPO市民シアター・エフ（☎551-4592）
※火曜日定休

●
60
万
回
の
ト
ラ
イ

（
日
本
・
１
０
６
分
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

11
月
２
日
㈰
～
８
日
㈯
①

内
容　

大
阪
朝
鮮
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
活

動
を
捉
え
た
ス
ポ
ー
ツ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

●
春
を
背
負
っ
て　
（
日
本
・
１
１
６
分
）

と
き　

11
月
２
日
㈰
～
８
日
㈯
②
③
④

内
容　

父
の
残
し
た
山
小
屋
を
守
る
青
年

と
仲
間
た
ち
と
の
交
流
を
圧
巻
の
ロ
ケ
映

像
で
描
く

●
東
京
キ
ッ
ド
　
　
　
　（
日
本
・
81
分
）

と
き　

11
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
①

内
容　

主
題
歌
も
大
ヒ
ッ
ト
し
た
美
空
ひ

ば
り
少
女
時
代
の
代
表
作

●
思
い
出
の
マ
ー
ニ
ー

　
　
（
日
本
・
１
０
３
分
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン)

と
き　

11
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
②
③
、
16

日
㈰
～
22
日
㈯
①

内
容　

孤
独
な
少
女
が
療
養
の
地
で
不
思

議
な
少
女
と
出
会
う

●
逆
噴
射
家
族　
　
（
日
本
・
１
０
６
分
）

と
き　

11
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
④

内
容　

積
み
重
な
る
ス
ト
レ
ス
の
限
界
を

機
に
修
羅
場
へ
突
入
す
る
家
族
の
命
運

●
マ
ダ
ム
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　
　
　

 　
（
イ
ン
ド
・
１
３
４
分
・
字
幕
）

と
き　

11
月
16
日
㈰
～
22
日
㈯
②
③
④　

23
日
㈷
～
29
日
㈯
①

内
容　

英
語
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
悩
む
女

性
を
変
え
た
英
会
話
教
室
で
の
出
来
事
と

は●
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
歌
声
が
響
く
街

　
　
　
　
　
　
（
英
・
１
０
０
分
・
字
幕
）

と
き　

11
月
23
日
㈷
～
29
日
㈯
②
④

内
容　

問
題
を
抱
え
る
田
舎
町
の
家
族
が

音
楽
を
通
じ
て
結
ば
れ
る
人
生
賛
歌

●
タ
ー
ニ
ン
グ
・
タ
イ
ド
希
望
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
（
仏
・
96
分
・
字
幕
）

と
き　

11
月
23
日
㈷
～
29
日
㈯
③

内
容　

密
航
者
を
乗
せ
た
ま
ま
国
際
大
会

の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
ヨ
ッ
ト
と
そ
の
結
末

た
、
理
容
店
・
美
容
店
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
・
類
飲
食
店
・
一
般
飲
食
店
で
は
、
店

頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛
生
を
約

束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

第
15
回
市
有
地
公
売

あ
財
政
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
２
）

対
象
●
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
か
た

①
20
歳
以
上　

②
前
年
度
の
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る

③
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
、
住
宅
を
建

築
す
る
土
地
を
必
要
と
し
て
い
る

応
募
要
領
●
11
月
19
日
㈬
～
12
月
11
日
㈭

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
、
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

物件番号 土地の所在 地目 地積（㎡）
15‐		1 上柴町東1‐16‐2 宅地 276.46
15‐		2 上柴町東7‐15‐17 宅地 289.74
15‐		3 緑ケ丘732 雑種地 368.21
15‐		4 田中2920‐2、2923‐3 宅地 220.48
15‐		5 緑台2‐1 宅地 258.93
15‐		6 緑台2‐8 宅地 258.91
15‐		7 緑台3‐9 宅地 200.96
15‐		8 緑台12‐13 宅地 200.82
15‐		9 西島町2‐2‐2 宅地 245.87
15‐10 西島町2‐8‐4 宅地 162.09
15‐11 西島町2‐8‐5、2‐8‐9 宅地 162.09

※
価
格
な
ど
詳
細
は
、
応
募
要
領
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
11
月
27
日
㈭
～
12
月
11
日
㈭
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
先
へ

深
谷
市
大
学
等
入
学
資
金
融
資
制
度

あ
教
育
総
務
課
（
う
５
７
４
‐
５
８
１
１
）

12月1日㈪は

の納期限です。
あ収税課（う574‐6639）

固定資産税	 4期
国民健康保険税	5期

齊
さい

藤
とう

ミチノさん（原郷）9月1日生

100歳祝!!

　

平
成
27
年
度
に
大
学
な
ど
へ
の
入
学
に

必
要
な
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

そ
の
利
子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
●
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
保
護
者

【
市
の
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件
】

①
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て

い
る

②
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
短
期

大
学
、
お
よ
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）

に
入
学
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
か
た

の
保
護
者

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い　

④
こ
の
融
資
制
度
以
外
に
入
学
資
金
の
融

資
を
受
け
て
い
な
い

【
埼
玉
り
そ
な
銀
行
深
谷
支
店
の
融
資
条

件
】

①
収
入
・
年
齢
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
を

満
た
す

②
勤
続
・
営
業
年
数
が
原
則
と
し
て
１
年

以
上

③
指
定
の
保
証
会
社
の
保
証
お
よ
び
団
体

信
用
生
命
保
険
に
加
入
で
き
る

※
詳
し
く
は
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
深
谷
支

店
（
う
５
７
１
‐
４
１
１
１
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お誕生日
おめでとうございます

根
ね　ぎし

岸
い ち

さん（明戸）9月10日生

最高齢

（平成26年9月1日現在）

男性最高齢者●小
お

粥
がゆ

千
ち

代
よ

丸
まる

さん（国済寺・105歳）
女性最高齢者●三

み

友
とも

ウメさ
ん（横瀬・105歳）

祝!!

滞納整理強化期間
11月～平成27年1月

い
平
成
27
年
４
月
24
日
㈮
ま
で
に
問
い
合	

わ
せ
先
へ

戸
田
競
艇
開
催
日

あ
財
政
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
２
）

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
が
主
催
す
る
戸

田
競
艇
の
収
益
金
は
、
市
の
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
●
11
月
１
日
㈯
～
３
日
㈷
・
８
日

㈯
～
11
日
㈫
、
12
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰

厚生労働大臣認可
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

図書館
ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子の
ためのおはな
し会

絵本、紙芝居、手遊びなど
11月20日㈭
①午前10時30分～
②午前１１時～

対象／０～３歳くらい
①②とも同じ内容
各20分程度

おはなし会 『どろんこハリー』、『しょうぼうじどうしゃじ
ぷた』、『ネコとネズミ』

11月22日㈯
午前10時30分～

対象／幼児・小学校低学年
30分程度

岡部図書館
☎585‐5968 えいが会 『いのりの手』（18分）、『にじいろのふしぎ

ないし』（15分）
11月15日㈯
午前11時～

対象／幼児・小学校低学年
30分程度

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会 絵本の読み聞かせ、紙芝居、折り紙 12月13日㈯

午後2時～
対象／幼児・小学校低学年
40分程度

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

わくわく
クリスマス会

１部：ミュージックベル、大型絵本、パネル
シアター
２部：大型紙芝居、歌、手品、手遊びなど

12月14日㈰
午後2時～

対象／幼児・小学校低学年
1・2部各40分程度

■図書館休館日 【11月】 4日㈫・10日㈪・17日㈪・25日㈫
　　　　　　　 【12月】 1日㈪・  8日㈪・12日㈮・15日㈪・22日㈪・24日㈬・29日㈪・30日㈫・31日㈬

※深谷図書館は、11月17日㈪まで空調設備更新工事を行うため、館内の利用ができません。なお、図書館正面入口に仮
窓口を設置して、予約本の受け取り、図書の返却などの窓口業務を行います。
詳しくは深谷図書館へお問い合わせください。（岡部・川本・花園図書館は通常開館）

■秋の特別整理休館　資料整理のため休館します。深谷図書館：11月11日㈫～13日㈭、岡部・川本・花園図書館：11月21日㈮
■秋の読書週間（岡部・川本・花園図書館）
　11月9日㈰まで、『めくるめく文庫本の世界』をテーマに、資料の紹介・展示・貸し出しを行っています。

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ かhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/ ■モバイルサイト Ｂhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/mobile/

※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがありますので、事前にご確認ください。

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談室 こども青少年課
☎571‐1408

子どもに関する心配や悩み事
の相談

月～金曜日
午前9時～午後5時

こども青少年課
家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 こども青少年課

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）に関
わる悩み電話相談 午前10時30分～午後6時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時30分

市役所西別館
会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午、
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6640 商品契約に関する苦情など 月・水～金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談

毎月第1火曜日午前9時～正午
※受け付けは市民課へ

市役所西別館
会議室 

交通事故相談 交通事故相談所
☎048‐830‐2963 交通事故に関する相談 月～金曜日

午前9時～午後4時30分
県庁第2庁舎
交通事故相談所

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登校・
いじめ・非行など、学校生活上
の不適応や悩みについての相
談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の困
り事や悩みなどの相談
※事前予約も可

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

女性の悩み相談室 L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第1・3水曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

市役所本庁舎2階
相談室

ＤＶ問題法律相談 L・フォルテ
☎573‐4761

配偶者やパートナーからの暴
力などに関する相談　予約制 11月20日㈭午後1時30分～4時 L・フォルテ

ミーティングルーム2

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関する
相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 内職・就職相談室
☎573‐1171

内職の仕事紹介、内職求人の
受け付け、就職相談　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

L・フォルテ
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

求人情報提供、職業相談・紹介
※雇用保険など一部業務はハ
ローワーク熊谷のみ取り扱い

月～金曜日
午前9時～午後5時

L・フォルテ
ふるさとハローワーク

深谷若者サポートステーション 深谷若者サポートステーション
☎577‐4727

就労や進路に悩みを抱えている
若者と保護者の相談　予約制

月・水～土曜日
午前9時30分～午後5時30分

七ッ梅酒造跡
（深谷町9‐12）

乳幼児相談 保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談

（希望者）

11月  7日㈮午前10時～11時30分
11月10日㈪午前10時～11時30分
11月12日㈬午前10時～11時30分
11月17日㈪午前10時～11時30分

花園保健センター
おかべ子育て支援センター
深谷市保健センター
川本子育て支援センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制

11月  7日㈮午前9時30分～11時30分
12月  4日㈭午前10時～正午 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15～34歳までの引きこもり
などに関する相談

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 こども青少年課

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

11月25日㈫午前10時～11時、午後
5時30分～6時30分
12月 4日㈭午後1時30分～2時30分

熊谷保健所

パソコン教室
ところ 講座名 内容 とき（12月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語の入力 1日㈪
2日㈫

午前9時～
11時45分

先着
18人

500円
（資料代） ‐

年賀状作成 Wordの『はがきウィザード』を
利用して年賀状（文面）の作成 9日㈫ 先着

18人
500円

（資料代）
日本語入力ができる
かた

デジカメ写真
活用１

写真の取り込みと整理、写真
の修整、活用など

16日㈫
17日㈬

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

上柴公民館
☎ 572‐9001

ペイントソフト
で画像を加工

アクセサリのペイントソフト
を使って画像編集を学ぶ 6日㈯ 午前9時～

11時45分

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

季節を描こう Wordの描画機能を使ってク
リスマスツリーを描く

10日㈬
11日㈭

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた
い11月25日㈫午前9時から参加料を添えて、上記の各公民館へ（受付＝平日午後5時15分まで）

グリーンパーク・パティオ（☎574‐ 5000・火曜日休館）
■市民限定2割引券を市役所本庁舎・総合支所・公民館で配布していますのでご利用ください。

営業時間 入場料

午前10時～午後9時(最終入場は午後8時15分) 一般＝1,000円、小・中学生＝500円

イベント名 とき・内容 備考

水泳・フロア教室 初心者・中級者・中上級者水泳教室、フィンスイム、
からだメンテナンス・ズンバ・卓球教室

詳しくはホームページかチラシ、またはパ
ティオまで

ラウンドフィットネス 1回30分程度の運動で運動不足を解消 参加料／一般＝300円、プール利用者＝無料

11月無料園芸相談 専門相談員の相談日は11月16日㈰ 花き振興担当職員の相談は、随時受け付
けています。

フリーマーケット出店
者募集 11月16日㈰午前10時～午後3時 詳しくはホームページまたはパティオまで

チューリップの球根植
え付け体験

11月22日㈯午前9時～（小雨決行）
※悪天候時は、11月23日㈷へ順延
チューリップ球根10球プレゼント

定員／50人
※汚れても良い服装と履物。軍手持参
い11月5日㈬から電話または直接パティオへ

フラワー教室
11月29日㈯①午前10時～正午　②午後2時～4時
クリスマスミニリースつくり
講師／内

う ち

堀
ぼ り

純
じゅん

子
こ

氏(フラワースタジオＪ
ジ ュ ア ン

ＵＩＮ)

参加料／800円、定員／先着15人
対象／小学生以上（小学校2年生以下は保
護者同伴）
い11月5日㈬からフロントまたは電話でパ
ティオへ
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11月11日㈫
受け付け：午前9時45分〜
10時

おおむね3〜5か月児
※1週間前までに要電話予約
（託児を希望されるかたは、予約時にご相談ください）

12月  9日㈫

11月  5日㈬

全区域離乳食教室

花園

深谷

指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室、離乳食教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

事業名 対象者区域 会場 実施日時 対象者など

※『乳幼児相談』や『健康相談』などをご利用のかたは、25ページの『各種無料相談』をご覧ください。

11月  7日㈮

受け付け：午後1時〜2時

平成23年3月25日〜4月30日生まれ11月13日㈭

11月27日㈭

12月  3日㈬
平成23年5月  1日〜5月24日生まれ

12月11日㈭

12月10日㈬ 平成23年5月  1日〜6月30日生まれ

深谷/岡部 深谷

3歳児
健康診査

川本/花園 花園

11月  5日㈬

受け付け：午後1時〜1時
30分

5か月以上12か月未満
※集団接種を希望するかたは電話で保健
センターにご予約ください。個別接種を希
望するかたは直接医療機関にご予約くだ
さい。

11月26日㈬

12月  5日㈮

12月17日㈬

BCG予防接種
総合全区域

11月  5日㈬

受け付け：午後1時〜1時
30分

平成26年6月16日〜7月15日生まれ11月14日㈮

11月18日㈫

12月  2日㈫

平成26年7月16日〜8月15日生まれ12月  9日㈫

12月16日㈫

11月26日㈬ 平成26年6月16日〜7月31日生まれ

深谷/岡部

川本/花園

4か月児
健康診査

深谷

花園

●
小
児
救
急
電
話
相
談『
♯
８
０
０
０
』

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師
が
直
ち
に
医
療

機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で
の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
～
土
曜
日
）午
後
７
時
～
翌
日
午
前
７
時

　
　
　
　
　

休
日（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
～
翌
日
午
前
７
時

　
●
救
急
電
話
相
談『
♯
７
０
０
０
』

　

大
人
の
夜
間
の
急
な
病
気
や
け
が
に
関
し
て
看
護
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
７
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
、ひ
か
り
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９

　
　
　
　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、I
P
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
時
間　

毎
日
午
後
６
時
30
分
～
10
時
30
分

　
●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診
察
し
て
く
れ
る

医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体
制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の

ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の
医
療
機
関
に
電

話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約
１
万
か
所
の
医

療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か『
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
』で
検
索

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。

　　　　　 11月  1日・  2日・  3日・  8日・  9日・15日・16日・22日・
　　　　　　     23日・24日・29日・30日
　　　　　 12月  6日・  7日・13日・14日・20日・21日・23日・27日・
　　　　　　     28日・31日

　　　　　 午後7時〜10時
　　　　　 （受け付け：午後7時〜9時30分）

　　　　　 小児科・内科（こども）

　　　　　 11月  2日・  3日・  9日・16日・23日・
　　　　　　     24日・30日
　　　　　 12月  7日・14日・21日・23日・28日
　　　　　　     31日

　　　　　 午前9時〜正午
　　　　　 （受け付け：午前9時〜11時30分）
　　　　　 午後2時〜5時
　　　　　 （受け付け：午後2時〜4時30分）

　　　　　 内科・小児科

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目診療科目

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（☎573‐7723・常盤町62‐2）です。

11月  6日㈭

受け付け：午後1時〜2時

平成25年4月  7日〜4月30日生まれ
11月20日㈭

12月  4日㈭

平成25年5月  1日〜6月  6日生まれ12月12日㈮

12月18日㈭

11月28日㈮ 平成25年3月  1日〜4月30日生まれ

深谷/岡部

1歳6か月児
健康診査

川本/花園

深谷

花園

12月  5日㈮
午前9時20分～正午

（受け付け：午前9時10分～
20分）

おおむね妊娠中期（16〜27週）のかた
※要電話予約
▪たまごコース：妊娠中の保健、母乳につ
いて、アロマ体験、シートベルト・チャイル
ドシートについて
▪クッキングコース：妊娠中の栄養につい
て、調理実習
▪ひよこコース：保育実習（赤ちゃんの抱
き方、お風呂の入れ方、オムツ交換など）、
お父さんの妊婦体験など、市の事業の話

11月14日㈮ 午前9時30分～午後0時30
分（受け付け：午前9時20分
～30分）1月  9日㈮

11月22日㈯ 午前9時30分～正午
（受け付け：午前9時20分～
30分）12月13日㈯

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

全区域 深谷

たまご
コース

ひよこ
コース

クッキング
コース

とき 休日診療医院名 問い合わせ

11月  3日㈷ 石川アイクリニック ☎572-6315

11月  9日㈰ 高橋眼科医院 ☎571-0318

とき 休日診療医院名 問い合わせ

11月  9日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎584-6512

11月30日㈰ 正田眼科 ☎571-1198
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読み聞かせを子育ての柱に
   ある病院待合室の光景でした。「静かに
しなさい。だめよ。おじさんが見ている
よ。」一人の子は落ち着き無く、何度注意
しても、お母さんのそばに座っていられ
ません。注意したり、叱ったりする声で
お母さんのイライラした様子が伝わりま
す。同じような4歳ぐらいの子も近くにい
ました。そのお母さんは、病院の絵本を

見つけ子どもを横に座らせ、小さな声でその絵本を読み始めま
した。子どもはニコニコしながらじっとお話を聞いています。
本読みをしているお母さんの優しさ、温かさが伝わってきました。
　保育園でも、保育士が子どもの年齢に合わせ、朝の遊びの後
やお昼寝の前、お帰りの前などに、絵本や紙芝居の読み聞かせ

をしています。時には、みんなで一緒に主人公になりきり、応
援の声を上げ、 目を輝かせています。
　保育園での読み聞かせよりもっと素晴らしいことがあります。
それは、おうちのお母さん、お父さんが読み聞かせをしてあげ
ることでしょう。目を見つめ、だっこして話し掛けられます。
寝る前に添い寝をしながらもできます。おうちのかたの愛情や
温かさが直接子どもに届き、子どもは『想像のつばさ』を大き
く広げるでしょう。
　いろいろな本を読んであげるのも一つの方法でしょう。また、
子どもの気に入った一冊の本を続けて読んであげてもいいで
しょう。最後には、自分でお話しできるようになる子もいます。
　普段、親御さんたちは仕事や家事で忙しいと思います。ですが、
少しの時間をみつけ、読み聞かせをすることは大切なことです。
読み聞かせにより、子どもの心に『想像のつばさ』を広げさせ、
賢い心と豊かな心をもった子を育ててほしいと思います。

光保育園

坂
さ か

本
も と

清
き よ

美
み

園長

　子育て支援センターは、未就学児と保護者を対象に育児相談・支援を行う施設です。
　主に育児相談や、施設を自由に利用できる広場を実施するほか、毎月、さまざまな事業を行っています。
※事業により年齢制限がありますので、備考欄をご確認ください。記載がない場合は、未就学児と保護者です。

明　戸   明戸子育て支援センター ☎573‐5115
火～土曜日 午前8時30分～午後5時おかべ   おかべ子育て支援センター ☎585‐4101

川　本   川本子育て支援センター ☎583‐2233
深　谷   深谷保育園ハート・PoPo子育て支援センター ☎551‐6333

月～土曜日 午前8時30分～午後5時深谷西   深谷西保育園ハート・PoPo子育て支援センター ☎573‐0005
藤　沢   深谷藤沢保育園ハート・PoPo子育て支援センター ☎551‐5055
すみれ   すみれ保育園子育て支援センター ☎571‐2770 月・水・金曜日 午前8時30分～午後1時30分

あけぼ   あけぼの保育園子育て支援センター ☎572‐0022 月～金曜日 午前9時30分～午後2時30分

エンゼ   エンゼル子育て支援センター ☎585‐0462 火～木曜日 午前8時30分～午後1時30分

ふ　き   子育て支援ふきのとう ☎585‐1491 月～金曜日、土曜日（月2回・園庭開放のみ）午前8時30分～午後1時30分

川のこ   川本のこキッズ保育園子育て支援センター ☎583‐2771 火・水・金曜日 午前9時30分～午後2時30分

花園二   花園第二保育園子育て支援センターオアシス ☎584‐2266 月～金曜日 午前10時～午後4時

桜ケ丘   桜ケ丘子育て支援センター ☎571‐6941 火～土曜日 午前9時～午後5時

◆予約制のものは、前月10日からお申し込みいただけます。なお、お休みや事業を行っている時は、電話に出られない場合があります。

事業名 内容 とき ところ 備考

育児相談 子育ての悩みを一緒に考え
ましょう

開所時間内 各支援センター（花園二除く） ‐
月～金曜日午後1時～3時 花園二 要予約

広場 事業のない時間に、支援セン
ターを開放しています 開所時間内（事業のない時間） 各支援センター 詳細はお問い合わせください。

事業のない時間に、園庭を
開放しています 月～土曜日午前8時30分～午後5時 深谷・深谷西・藤沢 園庭開放

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

12月  3日㈬・10日㈬
午前10時30分～11時30分 明戸・おかべ・川本 詳細はお問い合わせください。

12月  3日㈬・10日㈬
午前10時30分～11時30分 桜ケ丘 要予約、先着20組

12月17日㈬午前10時30分～11時30分 明戸・おかべ・川本 お誕生会

12月24日㈬午前10時30分～11時30分 桜ケ丘 お誕生会
要予約、先着20組

おはなし教室 豊かな心を育む絵本やお話
の読み聞かせです

火・水曜日午前9時30分～11時 川のこ 要予約
水曜日午前11時～11時15分 花園二 ‐
12月  5日㈮・12日㈮・19日㈮
午前10時30分～11時30分 明戸・おかべ・川本 詳細はお問い合わせください。

12月  5日㈮午前10時30分～11時 桜ケ丘 要予約、先着20組

給食体験 年齢に応じた給食を親子で
食べましょう 水曜日午前11時～正午 すみれ 要予約

費用負担あり
年齢に応じた給食を食べま
しょう 水曜日午前11時30分～正午 ふき 先着順、要予約

費用負担あり

栄養士が相談に応じます 12月16日㈫午前11時～正午 明戸 要予約、先着順
費用負担あり

体験保育 親子で保育園体験 水曜日午前中 ふき 要予約

今日は、何をするのかな？
11月21日㈮午前10時～11時

深谷・深谷西・藤沢
2歳児、要予約

11月28日㈮午前10時～11時 3歳以上児、要予約
12月  5日㈮午前10時～11時 0・1歳児、要予約

七五三製作 お子さんの成長を一緒に喜
び合いながら製作しましょう

11月11日㈫午前10時～正午 深谷 ‐
11月12日㈬午前10時～正午 藤沢 ‐
11月13日㈭午前10時～正午 深谷西 ‐

事業名 内容 とき ところ 備考

昔うたあそび 昔なつかしい遊びをお母さ
んと一緒に楽しみましょう

11月18日㈫・25日㈫午前10時～正午 深谷
‐11月19日㈬・26日㈬午前10時～正午 藤沢

11月20日㈭・27日㈭午前10時～正午 深谷西

年賀状製作 自分宛てのオリジナルの年
賀状を作ってみよう

12月  2日㈫・  9日㈫午前10時～正午 深谷
‐12月  3日㈬・10日㈬午前10時～正午 藤沢

12月  4日㈭・１１日㈭午前10時～正午 深谷西

造形遊び 親子で楽しく製作をします 水曜日午前9時30分～正午 エンゼ 要予約
木の実、落ち葉を拾ってあそ
ぼう 11月20日㈭午前10時～11時30分 ふき ‐

お誕生会 みんなでお祝いしましょう 11月26日㈬、12月25日㈭午前11時～11時30分 花園二 ‐11月27日㈭午前11時～11時30分 ふき

身体測定会 身長・体重をはかってみましょう 11月26日㈬、12月25日㈭午前10時～11時 花園二 ‐12月  4日㈭午前10時～11時 ふき

運動遊び 親子で楽しく体を動かしましょう 火曜日午前9時30分～正午 エンゼ 要予約

季節の遊び 季節に合った製作を親子で
楽しみます 木曜日午前9時30分～正午 エンゼ 要予約

あそぼう会 親子で楽しく製作をします 金曜日午前10時～正午 花園二 ‐

親子体操 親子で楽しく体を動かしましょう 金曜日午前9時30分～11時 川のこ 要予約

ジュニア 小さいお子さんを持つお母さん
に役立つ遊びがいっぱいです

11月17日㈪午前10時～正午 藤沢 ‐12月  1日㈪・  8日㈪午前10時～正午 深谷西

親子エクササイズ 親子で楽しみながら体を動
かしましょう 12月  2日㈫午前10時～11時 上柴公民館多目的室

1歳半以上児と親
要予約、先着30組
あ明戸・おかべ・川本へ

もちつき体験 親子でもちつきを楽しもう！ 12月  3日㈬午前10時30分～正午 寄居若竹幼稚園 要予約あ川のこへ

パワフルらんど わくわく・おはなし教室が
いっぺんに楽しめます 12月  4日㈭午前10時30分～11時30分 はたらふれあい館 あ明戸へ

ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレ 
ッシュしませんか？ 12月  6日㈯午前10時30分～11時30分 おかべ 未就学児の親20人

要予約、託児応相談

ベビービクス リズムに合わせて親子で楽し
く身体を動かしましょう 12月  9日㈫午前10時30分～11時30分 明戸 1歳未満児と親

要予約、先着20組

親子でリトミック 親子で音楽に合わせて楽しく
体を動かしましょう 12月10日㈬午前10時30分～11時30分 おかべ 1歳半以上児と親

要予約、先着20組

わくわくランド わくわく・おはなし教室が
いっぺんに楽しめます 12月11日㈭午前10時30分～11時30分 豊里公民館 あおかべへ

リトミック 専門講師による音楽・リズム
遊びを親子で楽しみます 12月11日㈭午前11時～正午 エンゼ 要予約

クリスマス会 お友だちと仲良くミニパー
ティーを楽しみましょう 12月17日㈬午前10時30分～11時30分 桜ケ丘 要予約、先着20組
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花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!

1ピースか
ら販売中

★

チーズクッキー
あゆみ作業所
☎551‐4040
住所：柏合804-1

やきまんじゅう
ナイスデイ
☎585‐4976
住所：岡部2014-1

しふぉんけーき
No Side
☎578‐1011
住所：長在家1675

よつ葉バターと国産小麦粉を使
用。チーズのコクと塩味が効い
た人気のクッキー /1袋150円

国産小麦粉と養鶏場直送の卵で
作ったこだわりの無添加ケーキ
/1ピース200円

　授産製品とは、障害のあるかたが作っている商品です。高品質で真心がたっぷり詰ま
ったものばかり。このコーナーではその一部を紹介します。

味
み

噌
そ

だれが自慢です♪駅前福祉館
（西島町）、リセット（人見）でも
販売しています。/1串150円

■どのような製品ですか？

■どのように製品をつくっていますか？おいしさそのままで食塩カットを実現！

■他にどのような製品をつくっていますか？

●住所：榛沢273
●事業内容：生ラーメン・
焼きそばの製造 製造部　部長

金
かね

子
こ

哲
てつ

也
や

さん

　シマダヤブランドの一押し製品で、生麺だからで
きるコシにこだわった本格熟成麺です。おいしさは
そのままに食塩を40％カットした、健康にも配慮
した麺です。

　大型製麺機を使い、小麦粉が製品になるまでの、
一貫生産を行っています。年間1億8,000万食の麺
を製造しており、全国ブランドとなっている『シマ
ダヤ』麺のうち、中華めんのほとんどを高砂食品で
つくっています。

　ファミリー向けの3食入りラーメンや『上海焼き
そば』、静岡県のご当地グルメの『富士宮焼きそば』、
夏場に大人気の『冷やし中華』など中華めん約50
アイテムを季節に合わせ、バラエティ豊かにそろえ
ています。

■どんなところで売られていますか？

　主に関東、中部、関西、東北地方などのスーパー
マーケットやドラッグストアなどで販売しており、
年間を通して皆さんの食卓へ届けられています。

会 内案社

No.0
8

一つ一つ手作りでつくっています♪

『ガーデンシティふかや』のホームページもご覧ください。
かhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/

高砂食品㈱

チーズの旨味際立つ！！

ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24‐2（花植木流通センター隣）］☎551‐5551

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

　深紅に染まる紅葉と、優しさに満ちあふれ
た心温まる“あかり”を見に来ませんか。市内
小学生の手作り行

あんどん

燈や、ふかや緑の王国ボラ
ンティアが制作した中世ヨーロッパの街並み
を再現した陶芸の“あかり”などがあります。

　キッズプログラム、クリスマスミニリースづくり
などの体験型イベントのほか、芋煮・王国窯焼きピ
ザ（数量限定）・地元生産野菜・軽食の販売、バード
ハウスコンテスト作品展示など

第6回

紅葉ライトアップ・あかり展

対象　小学生（親子参加可）
とき　11月23日㈷午前10時・11時・午後1時・2時　　定員　各回10人
申し込み　11月10日㈪から電話で緑の王国へ

※施設内の駐車場は利用できません。臨時駐車場（花植木流通センター・JAふかや櫛挽支店）をご利用ください。

　落ち葉銀行は、自宅の庭や市内の公園、街路樹の下か
ら、皆さんが集めた落ち葉を腐葉土にして2年後にお返し
するプロジェクトです。
対象　市民または市内のグループ（落ち葉銀行に登録が
必要です）

預ける方法　指定した袋（90ℓ袋）に落ち葉を詰めてお持ちください。
（登録時に袋を配布します）2年後にできあがった腐葉土と利息に当たる
花苗をお渡しします。
預かり上限　1人または1グループ20袋まで
元金と償還金および利息の比率　落ち葉450ℓ（90ℓ×5袋）に対し腐葉
土20ℓと花苗1ポット
王国への持ち込み期間　11月14日㈮～12月26
日㈮
【注意事項】木の枝やごみ、イチョウの葉、スギな
どの針葉樹の葉は取り除いてください。
※詳細はふかや緑の王国ホームページをご覧に
なるか、電話でお問い合わせください。

ユーカリのナチュラルリー
スforクリスマス
とき　12月2日㈫午前10
時～正午
ところ　ふかや緑の王国
定員　先着25人（親子参加可）
参加料　2,500円
申し込み　11月10日㈪か
ら電話で緑の王国へ

ガーデニング教室
参加者募集

落ち葉銀行　今年もふかや緑の王国に開設！

秋を感じる手作りイベントがいっぱい！

ツリークライミング教室参加者募集！

※来場の際は、花植木流通センター駐車場をご利用ください。
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/ ふかやの野菜をプラス1皿！　　　　　野菜で T
つ な ぐ

UNAGU 明日の健康！

今日の
ごはん

は明日
のげん

き！

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://city.fukaya.saitama.jp/mobile/

↑登録はこちらから
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間食で生活に潤いを！

深谷赤十字病院管理栄養士

田
た

島
じ ま

好
よ し

子
こ

さん

No.07

エネルギー
107kcal

たんぱく質
3.3g

少量のバターの風味を生かしたパリパリ食感のおやつです。小豆とバナナの春巻き風

キレイ・元気を応援します！

おすすめポイント
カルシウムを補うにはチーズを、ビタミンを補うにはカボチャやサツマイモを巻くのもおすすめ。

材　料

作り方
❶春巻きの皮は半分に切り、バナナは巻きやすいように切る

❷春巻きの皮を広げ、こしあん・バナナをのせ、端から巻き、巻き終わりに【のり】を薄く塗る❸アルミホイルを敷いた天板に、❷の巻き終わりを下にして並べ、表面に溶かしバターを塗る❹200℃のオーブンで7分焼き、盛りつけて粉砂糖を振る

春巻きの皮2枚、溶かしバター5g、こしあん40g、バナナ1/2本、粉砂糖少々【のり】小麦粉大さじ1と水大さじ1を混ぜたもの

脂質
2.4g 塩分

0g

（2人分・4本）

栄養価（1人分当たり）

（レシピ作成協力：深谷市食生活改善推進員協議会岡部支部）

炭水化物
18.1g

食生活
の改善

で病気
を防ご

う！

　『間食』は食事以外に摂取するエネルギー源となる食べ物や飲み物のことです。間食には、仕事
や勉強などでの気分転換、心に潤いを与えるなど大切な役割がありますが、取り過ぎるとエネルギー
過剰となり、体脂肪が増え体重増加にもつながります。種類や量、回数、タイミングを考え、上手
に間食を取りましょう。
　
上手な間食の取り方
●不足しがちなカルシウムを補う牛乳やヨーグルト、ビタミンやミネラルを補う果物などを選びま
しょう。
●市販のお菓子やジュース類は糖分や脂肪分が多いので、『小袋のもの1つ』
や『コップ1杯まで』など量を決めましょう。飲み物は、お茶など砂糖の入っ
ていないものがお薦めです。
●取る回数はなるべく減らしましょう。たびたび間食すると、口の中が酸性
に傾き、虫歯になりやすくなりますし、血糖値が下がりにくくなり、糖尿病
のリスクも高くなります。
●寝る直前には食べないようにしましょう。体脂肪の蓄積や朝食の欠食に
つながります。　　　　　　　　　　　（監修：深谷赤十字病院副院長　泉

いずみ

知
とも

之
ゆき

医師）


